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⑴  令和４年度・令和５年度 スポーツ推進審議会スケジュールについて 

⑵  第２次スポーツ推進計画の策定について 

⑶  その他 

 

２ 配付資料 

 資料１  スポーツ推進審議会スケジュール 

資料２  第２次小金井市スポーツ推進計画（案）に対する意見及び検討結果につ

いて 

資料３  パブリックコメント実施前後新旧対照表 

資料４  第２次小金井市スポーツ推進計画（案） 

資料５  意見・提案シート 

 

  



 

 

スポーツ推進審議会スケジュール 

日程 
 

審議予定事項 
計画書との

対応 

令
和
４
年 

２月１４日 
18：00 

801 会議室 
 ― 

４月２０日 
18：00 

801 会議室 
 第２章 

７月２６日 

18：00 

801 会議室  第２章 

８月２３日 

WEB併用 

18：00 

801 会議室 
 第３章 

９月２７日

WEB併用 

18：00 

西庁舎 

第 5会議室 

 第４章 

10 月 25日

WEB併用 

18：00 

801 会議室 
 全 体 

１２月    

令
和
５
年 

 

１月    

２月２８日 
18：30 

801 会議室 
 全 体 

３月  答申  

４月１９日

/20日 

 

801 会議室 

  

7 月〇日    

１０月〇日    

１月〇日    

 

① 
 スポーツ推進計画の構成 

 今後のスケジュール ほか 

 

① 
 現況 
 市民アンケート調査計画 

 

② 
 アンケート調査結果の報告 
 第２次計画策定に向けた課題、 
改定の視点 

 

③  基本理念、基本目標、成果目標 

 

④  基本目標達成に向けた施策 

 

⑤  計画書案 

 

計画書案のパブリックコメント(１カ月程度) 

⑥ 
 パブリックコメントの結果 
 計画書最終案 

 

 

令和４年度第６回小金井市スポーツ推進審議会  資料１ 

① 

・スポーツ団体に対する補助金交付について 

・令和５年度スポーツに係る予算について 

・令和５年度スポーツ推進審議会スケジュール

について 

 

 



　

　　　　　　　　令和４年度第６回スポーツ推進審議会

番号 項目 寄せられた意見 意見に対する検討結果

1 P1

パブリックコメントのありかたについて
求められている焦点が曖昧で回答が難しく感じました。
市民からどの箇所についてどのような意見が欲しいのか？といった観
点で回を分けるなどいただけると幸いです。

いただいたご意見について関連部署と共有させていただきます。貴重
なご意見をありがとうございました。

2 P1

市役所建設予定地は今のまま子供たちの広場として残して頂きたい。
蛇の目跡地が市役所建設予定地となっていますが、ここは周辺の保育
園児の遊び場及び運動会などの場所、子供たちの野球キャッチボー
ル、親子のバトミントンなど市民の運動の場所となっています。これ
だ周囲に緑があって、野球（キャッチボールなど）自由に出来る広場
はそうありません。
市役所は今機能している現在のところを購入するかして、建設予定地
は今のまま広場として、子供たちのためにそのまま残して頂きたい。
と思います。
子供のころの体を使った遊びは、自然な体力、気力の増強、など成人
してからの生きていく基本となります。

人生100年時代においては、ご意見にあるような子どものころの体を
使った遊びにより運動・スポーツに親しむことは当審議会でも重要で
あると捉えており、計画案においても公園等の緑、水辺等の自然環境
といった資源を活用しながら運動・スポーツに親しめる環境づくりを
推進すると記述しております。いただいたご意見を市の関連部署と共
有させていただきます。貴重なご意見をありがとうございました。

3 P6

ページ６：野川駅伝大会が掲載されているが、小金井市陸上競技協会
でも市民陸上競技協会、元旦ロードレース大会、ジュニア育成陸上競
技教室などを実施している。黄金井倶楽部は総合型地域スポーツクラ
ブのため特別な扱いはあるであろうが、市報掲載の面積などで非常に
不公平感がある。各大会の場所の確保にも非常に苦労している。同じ
スポーツの場を提供している立場からして、小金井市から同等のサ
ポートがほしい。

市報の掲載方式や開催場所の確保において、それぞれスペースが限ら
れていることから委託事業と後援事業で区別が設けられていますが、
小金井市陸上競技協会におかれては、多くの市民に陸上競技を楽し
み、また技術を高める機会を提供していただいており、市のスポーツ
振興に大いに寄与していただいていることを認識しており、今後も協
力・連携してまいりたいと考えます。貴重なご意見をありがとうござ
いました。

意見提出数：６人・２４件

パブリックコメント結果

第２次小金井市スポーツ推進計画（案）に対する意見及び検討結果について

意見募集期間：令和４年１２月１５日から令和５年１月１６日まで

令和５年２月２８日

資料２



4 P9

「市の関連計画の整理」等について。
2ページには、概念図のような図が掲載されていますが、「スポーツ
施設の整備と、公共施設マネジメントや防災計画」「屋外の運動環境
整備と、自然環境保護や歩道・自転車道整備、防犯」「子どもの身体
活動・スポーツ推進と、学校の体育教育のあり方・休み時間等の過ご
し方・クラブ活動」「スポーツによる健康維持増進と、保健福祉医
療・国民健康保険等の計画」「民間のスポーツ産業と、地域経済産
業」「トップアスリート・プロスポーツ支援応援と、地域振興」等の
関連について、俯瞰できる図があると、よいのでは、という印象も受
けました。

ｐ2の図に関連計画を追加しました。個々の内容の関連については多
岐にわたると思われます。関連する様々な分野への視点を念頭に入
れ、施策を進めてまいります。貴重なご意見をありがとうございまし
た。

5 P18

①和暦　→　和暦（西暦表示）又は西暦表示（P1、P2、P7、P18他）
・P9、P10、P11のような表示
・例えば、P18黄金井倶楽部　平成１８年（２００６年）設立
【理由】西暦で表示すると何年前に設立されたか分かるが、和暦だと
調べないと不明。

表記を修正します。貴重なご意見をありがとうございました。

6 P20

市民陸上競技大会では学芸大学グラウンドの使用許可についてはス
ポーツ振興課に感謝している。元旦ロードレース大会での小金井公園
の使用許可が厳しくなっている。ジュニア育成では学校校庭の平日、
休日とも既存の競技会（サッカー、野球）が既得権として使用してお
り、陸上として使用できない。また、校庭の確保は平日は学校の許
可、休日は小金井市の許可が必要で別々となり、ややこしい。一本化
できないか。

いただいたご意見を関連部署と共有させていただきます。貴重なご意
見をありがとうございました。

7 P21

陸上競技協会に加盟している陸上クラブの市内の公園（都立公園以
外）の使用ができなくなっている。市内の公園の使用をできるように
してほしい。中学校部活への外部指導員の参加の強化を行ってほし
い。

いただいたご意見を市の関連部署と共有させていただきます。また、
運動部活動の地域移行において、地域における新たなスポーツ環境の
在り方やその構築方法などを考える中で、外部指導員の参加について
検討してまいります。貴重なご意見をありがとうございました。

8 P22

年代別の回答状況も詳しく記載いただければとより現状が分かるかと
思います。
郵送調査をベースにしているため、運動習慣の実施率が低い20代～50
代からの回答は得られていないのではと思い、資料記載の実績値が現
状を反映できているのか疑問に感じます。
参考値としてweb調査を実施されているとのことですが、こちらが含
まれているのかどうかも記載いただければと思います。

年代別の回答状況は「小金井市スポーツ環境充実に向けたアンケート
調査（郵送形式）報告書」ｐ2に掲載されています。この資料は市
ホームページ（スポーツ推進審議会令和４年度第３回資料３）に掲載
されています。
web調査の結果はｐ22～30のアンケート結果のページには含まれてい
ませんが、念頭に入れたうえで審議しました。貴重なご意見をありが
とうございました。



9 P22

「無作為抽出の市民を対象とした郵送アンケートと、Webによる参考
調査」について。
今回、Web調査も実施していただいて、よかったと思います。ありが
とうございます。若い人・子どもの意見も集められるような仕組み
を、今後も続けていただければと思います。
是非、他課の管轄の、無作為抽出の市民対象のアンケート調査も、可
能なものは、Web上で「そのアンケートのテーマに関心がある市民が
自ら回答できる、参考調査」を実施していただきたいです。
今回のアンケートを先例・好例として、全庁的に、市民参加のガイド
ライン・市民アンケート調査の手引き等のアップデートのご検討を、
お願いいたします。

いただいたご意見を関連部署と共有させていただきます。貴重なご意
見をありがとうございました。

10 P35

「誰もが親しめる運動・スポーツ活動の推進」について。
本計画案には、ジェンダーやリプロダクティブヘルス・ライツに関連
する項目・言及はありませんが、スポーツへのアクセスについては、
生物学的性差・健康面生理面での性差（女性の月経、妊娠出産授乳、
骨密度等）、社会的・経済的な性差（家庭内ケア労働・家事育児介護
に費やす時間、ライフイベント、就労状況、経済的余裕、長時間労働
や転勤頻度等）、防犯面での性差（女性が一人でウォーキング・ジョ
ギング・サイクリングができる場所・時間帯、更衣・休憩・トイレの
スペースの課題等）などが存在していると考えています。
本計画案でなくても、どこか別のところで、行政として「運動・ス
ポーツをする機会」の性差・属性による格差について、整理した上
で、具体的な事業計画に反映させていただけると、「スポーツやって
みようかな」「これなら自分でもできそうだな」という市民を増やす
一助になるかもしれない、と思います。よろしくお願いいたします。

ご指摘いただいたさまざまな面で、性別・属性を問わず、安全で快適
に運動・スポーツを楽しめるよう、施策を検討してまいります。貴重
なご意見をありがとうございました。

11 P35

「週に1回以上の運動習慣」において、スポーツの機会として既存の
運動コミュニティへの参加の斡旋、もしくは新たに運動を行うコミュ
ニティの立ち上げ支援が重要だと考えます。
特に運動習慣の実施率が低い20代～50代は、小金井市において転入出
数が最も多い世代になっていることからも、地域につながりがあるか
どうかという点は運動の継続と関連があるのでは無いかと感じていま
す。（実際に私は小金井市につながりができたことでサッカーチーム
に所属し、運動習慣の形成ができました。）
また、個人の場合はランニングやジム通いなど継続には、その時の余
裕や意志に左右されやすく中断してしまいやすい運動に限られてしま
いますが、コミュニティがあれば励まし合うことができたり、チーム
スポーツなど運動の種類の幅を広げることもできます。

計画策定に向け実施したアンケートで、約7割の方が「友人・仲間と
の交流/交友関係の拡大」が運動・スポーツをする理由・動機づけに
なると回答していることからも、コミュニティへの参加が運動習慣の
継続に大いに寄与すると認識しています。計画案においても地域の豊
かなコミュニティ等を最大限活用するとしております。今後の施策に
おいてコミュニティを活用するとともに、活性化につながるよう実施
していくべきであると考えます。貴重なご意見をありがとうございま
した。



12 P35

「子どもの運動」について。本計画案では、未就学児の身体活動につ
いては、あまり触れられていないようですが、公園・運動施設が少な
い駅前に、園庭無し保育園が集中して開設され、園のお散歩では数少
ない公園を譲り合って使っていたり、狭い公園で、未就園児の親子連
れの外遊びと園のお散歩がバッティングしたりする様子が、気がかり
です。
「未就学児の身体活動」にとって、園庭開放ができるような、広い園
庭がある基幹園が、小学校区毎にあるような環境が、子育て環境に
とって、望ましいのではないでしょうか。
市立保育園の園庭は、子どもたちにとって、貴重な環境リソースだと
思います。しかし、廃園賛成派の市議会議員から「園庭保有率問題」
や「公園が少ないエリアの課題」について意見がほとんど出ないま
ま、「未就学児の身体活動の場のあり方」の議論も無しに、くりのみ
保育園・さくら保育園の段階的縮小が決まったことは、大変遺憾で
す。
幼児・低年齢児のplaygroundとしての公園整備については、各保育園
に「身体活動・外遊びが足りているか」「お散歩・外遊びをする上で
の課題やハードルはあるか」「市や都への要望は」等の聞き取り調査
をして、それを都市計画・駅前開発・高架下展開等に活用するべきだ
と考えています。
個人の感想レベルの話ですが、現市役所庁舎の跡地も、市内幼保・児
童施設の建替え時の仮園舎と周辺園や未就園児も使える共同園庭とし
て活用し、未就学児が思いきり身体を動かせる場を確保したほうがよ
いのでは、と思います。
ご検討よろしくお願いいたします。

計画案では、子どもにとって、運動・スポーツは基礎的な体力や、動
きの発達の向上のほか、人間関係やコミュニケーション能力が育まれ
る等、心身の発達にとても効果的と記載しており、未就学児を含め子
どもたちにとって運動・スポーツができる環境は重要であると考えて
おります。いただいたご意見を関連部署と共有させていただきます。
貴重なご意見をありがとうございました。



14 P36

「土曜スポーツクラブ」について。「無料・事前予約不要」という特
徴は、気軽に参加できそうで、とても良いと思います。子ども本人が
小学生でも、弟妹が小さいと、「先々の予定を確認して、予約を取っ
て、当日時間に間に合うように準備して、場合によっては会場まで保
護者が送迎」というのは、難しい場合があります。
公共スポーツ施設が少ない、市南西部・坂下地域でも、是非なんらか
の形で実施していただきたいです。

市南西部では、前原小学校でのスポーツ個人開放校（剣道）がありま
す。ご利用前に登録が必要ですが登録後は予約不要・無料でご参加い
ただけます。今後も運動・スポーツに親しむ機会の充実を図ってまい
ります。貴重なご意見をありがとうございました。

13 P35

P35-37　　P4の（基本評価1）の評価で関心が低い人　意欲があって
も参加できない人をどう参加させるか。また(基本評価2）の評価でも
意欲は高まっているが面倒臭い・忙しい等スポーツ参加への精神的・
時間的ハードルをどう克服するかの対策が講じられているラインナッ
プには見えません。

基本的にイベントを開催するが、その浸透度・参加者の広がりに関し
ては。共働き世代の増加などで休日は忙しく、一般のイベントやレク
リレーションとの競合になっており、他のイベントではなく、運動イ
ベントに参加するモチベーションを高める必要がないでしょうか。
もしくは「運動・スポーツ」という意識がないまま運動しているイベ
ント等「スポーツ」はハードル高いと感じている人たちへの対策も欠
かせないと思います。

また数々のイベントを開催したことでの地域のでつながりなどがどの
程度広がったり充実するのかの観点の記載が見当たりません
これでは前回の基本計画から大きく好転することは難しいのではない
でしょうか
イベントを年に数回増やしたところで市の取り組みの認知が向上する
ことも期待できないのではないかと危惧します。

P32の基本理念では、「仕事や子育てに忙しい世代が、運動とスポー
ツが幅広くあらゆる暮らしに様々な形で取り入れられ、健康作りやコ
ミュニティ醸成が進み・・」とあり、方向性はすばらしいと思いま
す。ただ実際に施策に落とし込むところで、スポーツを通じた人のつ
ながりづくり、地域でのコミュニティーづくりにつながる生涯学習の
観点が抜け落ちた内容になっているように感じられます。
施策で「スポーツ」と謳ってるのである程度の縦割りは仕方ないとは
思いますが、健全育成やまちづくり・子育て子育ちネットワーク協議
会などと連携するような発想で、横の連携を教育委員会が主導して組
織間のコーディネーションを行う視点が必要だと感じます。そのため
の生涯学習の基本的な視点としての「スポーツを通した地域づくり」
を、もっと前面に掲げるべきではないかと思います。

運動・スポーツに関心が低い方や意欲があっても参加できない方、精
神的、時間的ハードルがある方への働きかけとして「運動・スポーツ
に興味・関心を持つ機会の充実と情報発信の強化」で様々な時期・場
所・時間帯において、気軽に参加し、取り組める運動・スポーツイベ
ントを実施し、運動・スポーツに興味・関心を持つ機会の充実を図る
としております。併せて誰でも手軽に参加できるインクルーシブス
ポーツのイベントを実施してまいります。

イベント等の開催においては、本市の強みである豊かなコミュニティ
を活かして、地域の多様な団体・人材と連携し、様々な広報媒体の活
用・連携等により情報発信を強化してまいります（基本施策2-2、3-
2)。こうした連携を通じて、主体間、参加者間での更なるコミュニ
ティの醸成を図ります。
また、様々な広報媒体の活用・連携や既存の広報手段の改善・充実に
より、情報発信を強化し、スポーツ事業の認知度向上と利用・参加方
法の周知を図ってまいります。
あらゆる方の暮らしにさまざまな形で運動・スポーツが取り入れられ
ている環境を目指し、健康福祉や学校教育といった関連部署と連携し
ながら、よりよいかたちの施策を目指してまいります。貴重なご意見
をありがとうございました。



16 P37

本年を最後に中学校の陸上部がなくなる。これは教員の過剰勤務への
対応のためと思われる。陸上部存続のために外部指導員の参加の強化
を行ってほしい。現在の各地域の大会では学校単位での申込が必要な
場合があるが、陸上部がないと申請できない場合がある。または小金
井市陸上競技協会名で出場できる場合もある。その場合には各学校の
許可が必要であり、各中学校への理解・支援のサポートをお願いした
い。

いただいたご意見を関連部署と共有させていただき、併せて運動部活
動の地域移行において、こういったご意見を踏まえ、よりよい形を検
討してまいります。貴重なご意見をありがとうございました。

17 P42

②指導者の資格取得や適切な指導力の獲得（P42）
　　　　・資格取得者の把握（すべての競技）
　　　　・資格取得費用の還元（支援）

計画案で地域でスポーツを楽しく安全に続けられるよう、指導者の育
成を支援すると記載しております。資格取得者の情報が必要な際はス
ポーツ少年団等と適宜連携し、調整します。貴重なご意見をありがと
うございました。

18 P43

このページでも黄金井倶楽部の走り方教室、陸上教室のみが掲載され
ているが、小金井市陸上競技協会でも小金井市民陸上大会のまえに東
京都ジュニア育成で陸上教室で走り方を教えている。黄金井倶楽部ば
かりが優先記載されている。体育協会所属の加盟団体についても同等
に扱ってほしい。

参考事例として元旦ロードレースを掲載させていただきました。子ど
も達の競技能力向上の貴重な機会として今後も周知に協力してまいり
たいと考えます。貴重なご意見をありがとうございました。

15 P37

「子育て世代の運動・スポーツ活動の推進」について。小学生・幼稚
園児・未就学児の子育て中の市民です。家族で同じスポーツを楽しむ
機会・親子で運動する機会に着目していただいたのは、ありがたいこ
とと思います。
しかし、子どもと一緒に外出することが前提の活動だと、参加の判断
や、参加のための一連の行動が、子ども中心になりがちです。「子連
れの移動・会場までの往復の道中で、疲れそう」と思ってしまうこと
もあります。「子育て中の自分の、健康維持・疾病予防のための運
動」「妊娠出産前から、本格的に打ち込んでいた競技の再開」等は難
しいのでは？と感じます。
自分の個人の希望ですが、「子どもとは別プログラム（または、子ど
もは託児を利用）で、大人の自分が、自分の健康維持や産後の減量等
のため、限られた時間でも、効率よく運動できる機会」も欲しいと思
います。（一時保育や託児が利用しやすくなると、リフレッシュとし
てのスポーツの効果も高まります。）
また、市の親子参加事業の多くは、運動分野に限らず、「子どもは一
人っ子を想定されているのかな？」という印象があり、異年齢の複数
児の育児中だと、どうしても参加の検討が億劫になります。乳幼児～
小学校低学年くらいまでの子が対象だと、「保護者と子どもが一対
一」でないと、安全確保が難しいプログラムもあるかもしれません
が、3人以上の兄弟姉妹も珍しくない小金井市、きょうだいでも参加
しやすい事業の検討をお願いしたいです。

「保護者とお子様が別プログラム」や「保護者とお子様が一対一では
ない組み合わせ」等、柔軟な参加方法を検討してまいります。当事者
ならではの貴重なご意見をありがとうございました。



20 P49

運動・スポーツ施設の充実について
市のスポーツ施設利用者数の目標値が「維持」とされているところに
違和感を感じます。
p35にある週に1日以上の運動を継続する市民の割合の目標値が上がっ
ているにもかかわらず、受け皿である施設面での目標値が維持されて
いるところに矛盾を感じたと言うのが理由です。

また、実際に小金井市にあるシニアサッカーチームが、施設を抑えら
れないため継続的な練習などが行えていないという声を聞きました。

該当の目標値の対象は市スポーツ施設ですが、公園や道路、自宅でで
きる気軽な運動・スポーツ等、より身近に体を動かすことに親しんで
もらうことも含めた数値として、週1回以上運動・スポーツを実施し
ている市民の割合を増やしていく目標を掲げたことから、施設利用者
数の目標値との差異が生じています。今後も、市の施設に限らず既存
の施設の開放を働きかけることも含め、スポーツ環境の充実を図る必
要があると考えております。貴重なご意見をありがとうございまし
た。

21 P49

3-1安全で快適に運動・スポーツができる場の充実
総合体育館に設置されている卓球台（30台）は、体育館が設立されて
以来３４年が経過しており、卓球台の傷、摩耗が進んでいます。一度
に取り換えるのは難しいと思われるので、5年計画等で更改をお願い
致します。開放校（緑小）の卓球台及び一小、三小の卓球台は卓球連
盟が寄付しました。
検討方、よろしくお願い致します。

設備の老朽化によりご不便をおかけしており申し訳ございません。設
備については、体育施設全体において計画的な修繕・更新を行ってま
いります。貴重なご意見をありがとうございました。

22 P52
・運動設備の公表と充実
例えば、○○小学校体育館に卓球台が○○台。バトミントン設備が○
○セット等

体育施設設備の周知や充実を進めてまいります。貴重なご意見をあり
がとうございました。

19 P47

「スポーツに興味を持つ機会の充実」について。
運動やスポーツに積極的でない子どもに、働きかけるのは、家庭内で
も、難航する場合があります。
登校できている子どもに対しては、「学校の正課の活動・課外活動の
中で、プッシュ型（プロの指導者による競技体験事業を学校現場へ直
接提供する形等）で、いろいろな体験・経験をさせてあげられるとい
いと思う」というのが正直な感想です。「家庭の自主性に一任」とい
う自助では、スポーツ体験にも限界があり、格差が広まるばかりなの
では、と思います。昨年12月には「年収300万円未満の家庭の子の、3
人に1人は、放課後の習い事や旅行等の機会がない。（年収300～600
万円でも5人に1人、年収600万円以上でも10人に1人）」という「体験
格差」の調査結果を取り上げた、新聞記事が社会的にも話題になりま
した。コロナ禍で収入減の世帯、医療従事者など激務が続く保護者が
いる世帯など、自助が難しいケースは様々なのでは、と思います。
一方で、時間をかけての練習や準備が必要な運動会・体育的学習発表
会については、何がどのように、教員の方々の負担になっているか？
の整理と、負担軽減をお願いしたいです。（また、新型コロナウイル
ス感染症の後遺症や、ワクチン副反応の悪化防止のための、「高負荷
の運動を避けるべき時は避ける」等の配慮も、今後ますます重要にな
ることと思います。）
もちろん、学校の現場に余裕がないと、何かを変える・何かの機会を
増やすにも、教職員の方々の業務・負担が増すばかりかと思いますの
で、市の判断でできること・都や国に要望していくこと・保護者や地
域に理解や協力を求めること等、引き続き周知・実行の上で、「体験
格差解消支援」のご検討をお願いしたいです。

いただいたご意見を関連部署と共有させていただきます。子どもたち
にプロの指導による競技体験を提供する事業として、ＦＣ東京のコー
チが市内学校に出向き出前授業を行うといった取組がありますが、子
どもたちにとって貴重な機会であると考えており、今後も実施してま
いります。その他、さまざまな運動・スポーツに触れる機会の充実を
図ってまいります。貴重なご意見をありがとうございました。



23 P53

P53-54　黄金井倶楽部や体育協会の役割で「地域コミュニティ醸成の役割も
求められます」とあり、スポーツ推進委員での「企画立案やコーディネー
ターとしての役割」とあります。確かに役割的な意味でそういった役割は今
後。求められて来ると思いますが、現場の皆さんが、その役割を務められる
かどうかは別の問題ではないでしょうか。スポーツ指導員・育成者とのして
の専門性は高いと思いますが。、そもそもコミュニティづくりやコーディ
ネーション等、地域で人と人をつなげる知見や経験はお持ちなのでしょう
か。イベントを開催するだけでいっぱいいっぱいになっていないでしょう
か。

スポーツ団体としては、昭和的な「スポーツ振興」から令和の「スポーツを
通したつながりづくり」に役割が変わっているのに、リスキリング・リカレ
ントの観点が抜け落ちていることはないでしょうか。

理想的には、体育協会・黄金倶楽部・推進委員の皆さんが、「スポーツを通
した地域や人のつながりづくり」を行う人財を育成することが良いと思いま
す。そのことで地域で市ががんばらなくても自然発生的にスポーツやイベン
トの交流が行われ、教育委員会は、人財育成や方向性の策定などディレク
ションに専念できます。今のようにイベントをいくら開催しても、その時だ
けのカンフル剤の様な効果しかでないのではないでしょうか。

中学校の部活の地域移行に関しても、地域に受け皿力がなければ上手くいき
ませんし、昭和的な感覚で指導が行われても本末転倒になりかねません。地
域の指導者に関しても「主体的な学び」や「学びに伴走する」という観点が
必要で、その指導は誰が行うのか。その観点も不足していると思います。

社会教育の原点に習って、「スポーツを通したひとづくり。地域づくり」を
達成するためには、実際の施策をどのように転換するか、外部の知恵や
事例なども集めて再検討をお願いしたいと思います(時間がないと言わず
に・・・）

ちなみに、運動やスポーツのハードルを下げつつ、身近な場所で手軽に運動
を行い地域のつながりづくりにもつながる取り組みとして渋谷区の事例があ
ります。こうした施策も「スポーツ施策」として渋谷区は取り組んでいま
す。
このままでは無理かもしれませんが、人財育成や地域での取り組み募集など
広げる取り組みや姿勢は参考になると思います。

「渋谷どこでも運動場プロジェクト」
https://project.nikkeibp.co.jp/hitomachi/atcl/study/00119/

こうした事例も参考に是非再検討をお願いします。微力ながらわたしもお手
伝いもできると思います。

いただいたご意見を黄金井倶楽部や体育協会、スポーツ推進委員と共
有し、知識や技術の学び直しに努め、地域コミュニティ醸成につなが
るようスポーツ振興を図ってまいります。
中学校運動部活動の地域移行では、子ども達が適切な指導やサポート
を受け、安全で快適に運動・スポーツを実施できるよう地域や関連部
署と連携して取り組んでまいります。
イベント等の開催においては、本市の強みである豊かなコミュニティ
を活かして、地域の多様な団体・人材と連携して体制の充実を図って
まいります（基本施策3-2)。こうした連携を通じて、スポーツを通じ
た地域づくりの担い手となる人財の発掘、担い手間のネットワーク構
築による更なるスポーツを通じた地域づくりを実現してまいります。
渋谷区の事例紹介などさまざまなご提案をいただき、ありがとうござ
いました。



24 P53

「役割分担」について。
近年、「街なかに、エクササイズ関連施設が増えたのでは？コロナ禍
で、飲食店等のテナントが空いて、その後、フィットネスジムやパー
ソナルトレーニング施設の店舗が入るパターンが少なくないのか
も？」という印象を受けています。
あくまで体感なのですが、市民（成人）のスポーツ環境・スポーツ施
設へのアクセスという意味では、この数年で、変化している感じがあ
ります。
一方で、「猛暑日増加や学校のプール施設の不具合で、学校の水泳の
授業が少なかった」「コロナ禍で、マスク無しで密になる習い事を避
けたり、収入減で子どもの習い事を減らしたり」等で、水泳について
は、泳げる子と泳げない子の格差が広がっているのでは？という懸念
もあります。今後、水泳授業のカリキュラム見直し（例えば着衣水泳
や救命法を重視する等）や民間プール活用等も、検討されることと思
います。
市のスポーツ推進計画に、民間のスポーツ施設の動向や市内のスポー
ツ産業のトレンド等をどこまで含めるかは、難しい部分もあるかと思
いますが、市のスポーツ環境の一要素として、客観的な数字を元に、
何らかの変容の分析結果が含まれると、より実効性の高い計画になる
のでは？と感じます。

 小中学生については、新型コロナウイルス感染症拡大前後におい
て、東京都統一体力テスト結果の微減傾向や運動時間の減少、小学生
における運動部所属割合の減少と いった変化が生じており、運動・
スポーツに触れる機会の減少が懸念されています (P13)。そのため基
本施策「1-1 子どもの運動・スポーツ活動の推進」を位置づけ、 得
意・不得意に関わらず誰もが楽しめる運動・スポーツプログラムの実
施や中学校運動部活動の地域移行への対応等の推進により、人生100
年時代において、生涯にわたって豊かな人生を送るための基盤づくり
を図ってまいります。貴重なご意見をありがとうございました。



　　　　　　　　　　　令和４年度第６回スポーツ推進審議会

パブリックコメント実施前後新旧対照表

番号 ページ 修正箇所 修正前 修正後 理由
パブリック
コメント意
見番号

1 全般
年、年度の
記載

「令和〇年」「令和13年（2031年）」等混
在

「和暦（西暦）」に統一 読みやすくす
るため 5

2 ｐ2 図 記載なし
子ども・子育て支援事業計画、公共施設個
別施設計画を追加

関連計画の追
加 4

3
ｐ13 （3）1行目 感染拡大前である… 東京都統一体力テストは、感染症拡大前で

ある…
対象の表を示
す記述追加 -

4
ｐ14 （4）6行目 要支援認定※ 説明を追加 説明がなかっ

たため -

5
ｐ16 （6）1～3行

目
…障がいの種類別にみると、特に精神障が
い者保健福祉手帳の所持者数が…

…障がいの種類別にみると、特に精神障害
者保健福祉手帳の所持者数が…

法律用語を漢
字に統一 -

6
ｐ16 表周辺 身体障がい者手帳、精神障害者保健福祉手

帳
身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳 法律用語を漢

字に統一 -

資料３



番号 ページ 修正箇所 修正前 修正後 理由
パブリック
コメント意
見番号

7

ｐ17 「小金井桜
まつりにお
ける車椅子
バスケット
ボール、ブ
ラインド
サッカー体
験」説明

(画像出典）東京都パラリンピック体験プ
ログラム「NO  LIMITS」公式Facebook

削除 市が撮影した
写真に差し替
え

-

言い回しの修
正

2、10、
13、15、

23
8

ｐ32 基本理念 小金井市には、競技スポーツや日常的に運
動・スポーツを行っている方から、あまり
得意ではない方、仕事や子育てに忙しい若
い世代、障がいを抱える方、人生100年時
代が到来する高齢者の方等、様々な方がい
ます。こういった方に合うように運動・ス
ポーツを幅広いものとして捉え、あらゆる
方の暮らしにさまざまな形で運動・スポー
ツが取り入れられている環境を目指しま
す。…

人生100年時代を迎える中、生涯のライフ
ステージ、時代の潮流により生活様式やと
りまく状況が様々に変化していきます。よ
り健康で自分らしく生きることができるよ
うにするためには、スポーツに親しむこと
は大切なことであると考えます。小金井市
には、競技スポーツや日常的に運動・ス
ポーツを行っている方や、必要と感じてい
るものの、なかなか取り組めないでいる
方、仕事や子育てで時間の余裕がない方、
障がいがある方等、様々な方がいます。す
べての市民の方々に合うように運動・ス
ポーツを幅広いものとして捉え、誰もが運
動・スポーツを通じて健康増進をするとと
もに、つながりあえるような環境づくりを
行い、笑顔で過ごすことができるまちとな
ることを目指します。…



番号 ページ 修正箇所 修正前 修正後 理由
パブリック
コメント意
見番号

9

ｐ33 基本方針1
2行目

…新型コロナウイルス感染症によるリモー
トワークの導入等、…

…新型コロナウイルス感染症の拡大をきっ
かけとしたリモートワークの導入等、…

言い回しの修
正 -

10
ｐ33 基本方針2

2行目
…健康寿命の延伸につながり、生きがいを
…

…健康寿命の延伸や、生きがいを… 言い回しの修
正 -

11

ｐ35 基本方針1
3行目～

…世代や性別の隔たりなく、市民の誰もが
運動・スポーツをする習慣を持てるよう、
気軽に参加できる機会を充実させるととも
に、インクルーシブスポーツのように、年
齢や障がいの有無に関わらず楽しめる機会
の充実を図ります。…

…世代の隔たりなく、性別や障がいの有無
を問わず、すべての市民の方々が運動・ス
ポーツに親しめるよう、気軽に参加できる
機会の充実や、インクルーシブスポーツの
推進を行います。…

言い回しの修
正

2、10、
13、15、

23

12
ｐ35 1-1　3行目

～
…体力や、動きの発達の向上のほか、… …体力の向上や、動きの発達のほか、… 言い回しの修

正 -

13

ｐ36 中学校運動
部活動の地
域移行への
対応

部活動以外の方法で… 誰もが生涯を通じて運動・スポーツに取り
組み、充実した人生を送るためには、子ど
ものころから運動・スポーツへの親しみを
涵養させていくことが求められます。部活
動以外の方法で…

中学校運動部
活動の地域移
行の記述を増
強

2

14

ｐ37 参考事例 記載なし 野川駅伝、元旦ロードレースの事例を追加 多世代が参加
できるイベン
トの事例を追
加

18

15
ｐ39 1-3　2行目 市民の健康状態への認識は80代以降に低下

しており、…
市民の健康であると認識している方の割合
は80代以降に低下しており、…

言い回しの修
正 -

16
ｐ44 基本方針2

7行目
…運動・スポーツ機会が… …運動・スポーツの機会が… 言い回しの修

正 -



番号 ページ 修正箇所 修正前 修正後 理由
パブリック
コメント意
見番号

17

ｐ51 一中クラブ
ハウス説明

…施設で、土曜、日曜、平日夜に市民への
優先開放を行っています。…

…施設で、市民への開放を行っています。
…

土曜、日曜、
平日夜を優先
して開放して
いるが、平日
昼も開放して
いるため曜日
と時間の記載
を除いた。

-
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瑬珕 㵸ꄋ◒䄫ص٭َت䫟鶟銶槆ס哭釐 

 

䇖䡗䇗(䇗)僖מ瓀㲊ג㵸ꄋ◒䄫ص٭َت䫟鶟銶槆(♓┖յ
ր⯥䫟鶟銶槆ցַֹכն)עյ♐課䇗䈱(䇗䈱)泘嘅מյ㵸ꄋ◒䄫ֽמ
ככص٭َت榟尐ם־ւ雛ךסג״亠⺸䓪㲊ם㓹儖氳ס䫟鶟ص٭َتׄ
׀יյ⺨牊产瓀㲔产כס㓹儖泘嘅סחס┖♓յיכփ㓹儖杼䒝מ
䚉刌䦡頻յ典◹ס䚉刌檮تٜؕؗػٞؤյ二㑔ע䏲յ⯥䫟鶟銶槆סאնגױ
ؠشم٤ٛٚق٬ؠشم٤ٛ؛琂䤗頻⚡ס䋝僿璡מյص٭َت
䄢ׂ梪㗞ֿ頻ׂ׀㚺כ׆ג׀יז馐ֻױյ䡗冽鷼䡗敯媲ֿ氳澬מ䤧䭂׀ך
 նגױ⛈䇗ꝴ䋝ךױ課䇗䈱䇗䈱♐յ銶槆僿ꝴֹ
 

ք⯥䫟鶟銶槆ס㓹儖泘嘅օ 
 ٚؕמة٭طتن䑴ص٭َتג孨Ⳃס䫟鶟 
 ٬ص٭َت鷞Ⳃ鵟ג⢸䉓ׂט 
 ص٭َت梪㗞ס⩗㲔 
 琂䤗ⱱ⺸┕גׄ⺸מ鹟䣆罫䡗յ䧗㵵縖ס鞲韬⺸┕ 

 

⯥䫟鶟銶槆ס泘嘅䇗䈱ֿ磬鷨յ鷞Ⳃص٭َت٬䄢ׂ梪㗞ֿ㚺ג╈
䑒釐釤泡䑴מյ㚺冪⮆丝杼٬י״䷉杯敯סص٭َت鷞Ⳃ٬סյ儖䄫ך
 նױֵֿ

瑬מյ♐課䇗(䇗)僖יכ銶槆⛣┕ס䫟鶟銶槆ص٭َتյגױ
域㵸ꄋ◒䄫㓹儖啶䘶٬⯥僿㓹儖銶槆ֿ瓀㲊־גյ瑬域㵸ꄋ◒䄫榟尐㰢綗
䫟鶟銶槆יַחמ♐課䇗(䇗)僖מ瓀㲊־כ׆ַיյ⯥
䫟鶟銶槆ס釤泡ֿ䑒釐ךն 

כ䫟鶟銶槆(♓┖յր瑬域䫟鶟銶槆ցص٭َت瑬域㵸ꄋ◒䄫מגյ二ך׆א
ַֹն)瓀㲊ךסն 

  

 銶槆瓀㲊ס羜俌כ泘氳 
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瑬域䫟鶟銶槆עյص٭َت㓹儖嫎(䇖䡗䇗(䇗)僖产车)瑬兢
鿣⹆㓹儖銶槆(♐課䇗(䇗)僖)ص٭َت瑬僿סյ㎁׀ט㓹מ釨㲊ס
◒յ㵸ꄋמ縒⹆䫟鶟稀見銶槆(䇖䡗䇗(䇗)僖)ص٭َتյ典◹齉
䄫ص٭َتֽׄמ䫟鶟ס㓹儖氳ם亠⺸䓪㲊״銶槆יכ䷷罫㡦⚡ֿ瓀㲊
僿㓹儖銶槆յ瑬域㵸ꄋ◒䄫榟尐㰢⯥յ瑬域㵸ꄋ◒䄫㓹儖啶䘶٬גױնױ
綗䫟鶟銶槆璡ס䄫ס┕⛣銶槆ס⫂㳊馐ױַיכסגֻױն 

 
 

 

銶槆僿ꝴעյ瑬域㵸ꄋ◒䄫㓹儖啶䘶ס銶槆䇗䈱מ見յ♐課䇗䈱(
䇗䈱)־♐課䇗䈱(䇗䈱)סךױ䇗ꝴױכն 

  

 銶槆ס⛣糋ׄט 

小金井市基本構想 
小金井市基本計画 

第２次⼩⾦井市 

スポーツ推進計画 

【⼩⾦井市】 

関連する主な市の計画 

第３期 
スポーツ 
基本計画 

【国】 小金井市教育委員会 

教育目標 
基本方針 

生涯学習推進計画 

東京都 
スポーツ推進 

総合計画 

【東京
都】 

国民健康保険データヘルス計画 

障害福祉計画 

健康増進計画 

子ども・子育て支援事業計画 

公共施設個別施設計画 

等 

 銶槆ס僿ꝴ 



 

- 3 - 
 

第
㖱
章 

小
金
井
市
⽶
⾚
⼇
⾁
推
進
計
画
⼵
概
要 

第
㖲
章 

第
㖲
次
推
進
計
画
⼵
改
定
⼲
⼉
⼦
⼪
⼭ 

第
㖳
章 

計
画
⼵
基
本
的
⼱
考
⼏
方 

第
㖴
章 

基
本
方
針
⼲
基
⼬
⼖
施
策
展
開 

資
料
編 

第
㖵
章 

計
画
⼵
推
進
⼲
⼉
⼦
⼪
⼭ 

 

鋗כցֵך乃ס걉☔סյ┩槡⪦鵟עص٭َتյրיַֽמ㓹儖嫎ص٭َت
䧏㘃⟊סⱱ⛮צ氦鷼յ⢸䉓⹕ם⪑⢸סր䑏骰עص٭َتյמնױַי
鶟յ瞿烕氳ם⩗餉䚉ס暠䐂յ舅䏱䑏ס☽סא瞿烕ס尛굺璡מ״גס⠕☔⹑ע㍚
鵟ص٭َتյրֽי䇶ׂ䨿ֻכ骰⛮孨Ⳃցס☽סא鷞Ⳃ琂䤗车ך
 նױַיכֵך嘤⮵ցסչ☔סי⪑յעכ׆׳榟孨ㅀם־雛ך䇞焰י

鲣䇗סص٭َتעך❫⡁ⱱֿ孨榫㕙ꪫյ嚀⚡ױױע㘃ֻ׆ַי
⢸䉓סյ䑏骰ח劮嶎䧏מցצրㄎցյր哧עךյ瑬域䫟鶟銶槆־כ
璡מ״גס舅氦氳מ车骰⛮孨Ⳃ䇶ׂ鷞Ⳃכص٭َت٬䨿ֻյ䫟鶟ױն 
■ 国の第３期スポーツ基本計画でのスポーツの捉え方 

 עص٭َتրցրײցրֻցַֹכ喋չם䎬סך⹆槆鵟
 骰⛮孨Ⳃח劮嶎䧏מցצրㄎցր哧յ☔չֿ䚉י

 סא骰⛮孨Ⳃ舅⛮מյ䑏骰ס⢸⪒ם氦鷼յ⢸䉓٬⛮ⱱס⟊䧏㘃鶟յ瞿烕氳
מ䙫䓙םր舅氦氳ցֵס尛굺璡ס瞿烕ס暠䐂յ舅䏱䑏璡ס餉䚉⩗ם
㓹יַט车ס 

■ 第２次推進計画での運動・スポーツの捉え方 

 銶槆ֿ㵚霄כ鷞Ⳃסص٭َت٬疗㍱  

より広義に より広義に 

 ルールに基づいて記録や勝敗を
競うことを目的とした競技 

 教育の一分野としての体育 
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瑬珕 瑬域䫟鶟銶槆ס䷉㲊יזגֵמ 

 

⯥䫟鶟銶槆瓀㲊ג䇖䡗䇗(䇗)♓ס磝יַחמյ⯥䫟鶟銶
槆ס㓹儖泘嘅ׇמכ鍐❫ױն 

㓹儖泘嘅ٚؕמة٭طتن䑴ص٭َتג孨Ⳃס䫟鶟 
քם╚סךױ׆磝օ 
 㯸עמׄ⺸לյ㵸ꄋ◒䄫ص٭َت䫟鶟㡦璡מր㎻偿ٚؠص٭َت

زوشعյ־⤹ꝧמ㲜ց璡禆禈氳䷷⯥⭳ص٭َت٭ٖؼրցه
ױ׀י㲔产⤹ꝧס璡ع٤ي䬠❠յؕס鷞Ⳃ䷷免מ鵽䯥סכّ٭
 նג

 稀見㑔㏐㓊סهٚؠص٭َت랋ꄋ◒⟨哧鼧עךյ㛡┩♏յ㛡䑩⺸յ㛡牊泘
 նױַי孨Ⳃ㷣ꝧס

 냕룻縖⺸ׄص٭َتס孨Ⳃיכր㵸ꄋ◒ׂ⛮䳩ցס俊⹕־סյ⛮
罫⚡סրٜفؔطتؘنص٭َتؓؼبցסꝧ⤹յ縏☔هٚؠ璡ֿ㲔产
 նױַי㲔产䶹䭤ס⚡ⱱ峮㲊铺綗⛮

 典◹סؠشم٤ٛٚقꝧ⤹㜵嚀מյٍٔزش䷷㲜ס㲔产璡յ꤃
ַֿ縖ص٭َت俊⹕孨Ⳃ㲔产־גյ꤃ַֿ⩩ס姡嬅䷷㲜璡յ妨ꝴכ
 նױַי鷞Ⳃ䶹䭤㲔产מ鵽䯥ס

 

ք鍐 ❫օ 
 鷞Ⳃסص٭َت٬꞊䑏ֿ⛥ַ☔յؓع٭آ٤鐧削磵冽ך㲔产값䈱ס

嵹餉䈱ֿ奂鬳氳⛥ַ⥸׀沸٬㯸罫ס♏┩י⹆ⱶ➢鶟ֿכ׆ַׂי鐐
갭ױַיזםכն 

 ؓع٭آ٤鐧削磵冽־յ产錃ס敯媲מյ⹆ⱶ䙫培ֵֿסס⹆ⱶ
䇶㕔璡ֿ鐐磝ג䧏⽏艄מ☔ַםյ꞊䑏ֿ㵚䑴ס☔ַם׀ך
갭ױַיזםכն 

 ☪䏲䄫妨ة٭طتنؕٚס鷞Ⳃמص٭َت٬㵚עث٭ؼ㛡喋
䫟ס孨Ⳃص٭َت鷞Ⳃ٬ם־碷״׀յ־כ׆ױ釤鱮כַׂי
鶟㍲䑒釐ֵֿױն 

 

  

 ⯥䫟鶟銶槆瓀㲊䏲ם╚ס磝כ鍐❫ 
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㓹儖泘嘅٬ص٭َت鷞Ⳃ鵟ג⢸䉓ׂט 
քם╚סךױ׆磝օ 
 َع٤يؕء٤؞٭ؚٜؗ٭⢸䉓מ꞊注鐶յ铺庋⚡璡㲔产ַי

 նױ
 עגױٛو٤ؚؓنع٭ُت孨Ⳃꄈ銶ء٤؞٭ؚؗיז✳⢸錚錚璡

⟊㎁ַנֿ׆յ׀ךֿכ׆䬵◫כ⿁յ俌ױ鞎ֿع٤َؕיזמ
⢸䇞ة٤ٝٔز㲔产ױַיն 

 

ք鍐 ❫օ 
 ☪䏲յ☔榟䇗侇♏釤䩺ֻյ䇗ַֹכꝎַ僿ꝴ⩗㲔

仼䅻榟ךゖ갭ס┕յ⢸䉓㷺䫟鶟┉ׂטյ⢸䉓עמ״גמסג
孨ֿ⯆ׂםכ׆榟孨׀ך僿ꝴ(⢸䉓㵜⽜)䋝ֿכ׆ַׂיף
ꄆ釐ױםכն 

 

 ؓع٭آ٤鐧削磵冽עךյ⥸׀沸٬㯸罫ע♏┩יր侇ꝴ氳מ⛷遙ֿם
ַցրꪫ⠠ַׂցכ㍑璻Ⱏ見ֿ냕ֽׂיזםյ仼䅻榟孨ך╈ס㲔
产׀ך鷞Ⳃסص٭َت٬俊⹕ֿ鐐갭ױַיזםכն 

 ؓع٭آ٤鐧削磵冽עךյ舅骰ֿր⢸䉓ַםךցր⛮ⱱמ舅⟓ַֿםցր鷞
Ⳃ┘餉ցכ鏀閁ַי㍑璻縖עյ二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ֿ┙ֻג䏅
ꮶיכյ鷞Ⳃص٭َت٬㲔产䙫培ֿ냕ׂכגזם璻ֻⰟ見ֿ냕
ׂյגזַֹא亠չס鷞Ⳃסص٭َت٬俊⹕ֿ䑒釐ךն 

  

˥䇖㏯㵜⽜٬٬٬ֵ䇗룻כֵֿ☔ס⛰䇗榟ַֹכ־׀僿䏨⡁כ׆ס䇖㏯⛷⽜ַַכյ塶ס☔ס䇖㏯⛷⽜䇖㏯㵜⽜ַֹכ ˥⢸䉓㵜⽜٬٬٬יזמ䬠そג⢸䉓䧗嘅ךյ仼䅻榟孨Ⳃ⛼ֿ舅玮յ⢸䉓ך鷨ׇ׀ךסכ׆僿ꝴכ׆ס 
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㓹儖泘嘅ص٭َت梪㗞ס⩗㲔 
քם╚סךױ׆磝օ 
 ٜفؔطتؘنص٭َتꄇ䃷껬⚥頻⚡յ䄫妨⛮罫烰璡٤يؕص٭َتס

 նױַי⤹ꝧמ禆禈氳ع
 㵸ꄋ◒䄫稀見⛮罫귆剳㸓⪜㎥⢸䉓鷞Ⳃ٭ذ٤ج璡ס产錃יַחמյ⟣

笟٬䷉⟣䄄◄㲔产յ⪜⪦ص٭َت产錃ס禆禈氳ם鷞ㅀ车ױַיז
 ն

 㰢劅产錃ꝧ䷑յص٭َتꝧ䷑劅◄哅㲔产מככյ稀見㰢ꢙؿؠط
 նױַיꝧ㡎䷑ꝧסյ⛮罫귆י鵽䯥כةشٝت

 

ք鍐 ❫օ 
 ☪䏲縏儰ص٭َت⪧⪛产錃ס銶槆氳ם禴䧏畘杼٬䷉⟣璡㲔产

僗Ⲗ孨榫ס产錃յ⪜㎥璡ص٭َت妨ꝴ产錃ص٭َتյ㰢劅מככ
鶟״յ催ם鷞Ⳃص٭َت٬梪㗞ס⩗㲔מ磝׳䑒釐ֵֿױն 

 ؓع٭آ٤鐧削磵冽עךյ磝ס鏀湳䈱ֿ⛥ַ磵冽ֽיזםכյ磝ס
䗯㕔氦⟓ס䍚٬⩗㲔ֿ鐐갭ױַיזםכն 

 

㓹儖泘嘅琂䤗ⱱ⺸┕גׄ⺸מ鹟䣆罫䡗յ䧗㵵縖ס鞲韬⺸┕ 
քם╚סךױ׆磝օ 
 颦亠䷷㲜㵼䇗㵼㝵ꄇ杶䷷㲜յٜفؔطتؘن٭شئؓؼٖة璡ךյ

 նױַי䧗㵵㲔产מع٭ٛت٬ّؓ٭زوشع

 

ք鍐 ❫օ 
 㵸ꄋ◒䄫עמյع٭ٛتؓوشع٬ّ٭زوشعյ頻㰢鷞Ⳃ鼧ֿ㰆㏇

艄ׄ־ז׀סص٭َت鷞Ⳃ٬ס䄫妨י־孨ײ䍚גֹ׆յֽי
⽏٬꞊䑏ׂטյ琂䤗ⱱמ┕⺸ס磝׳䑒釐ֵֿױն 

  



 

- 7 - 
 

第
㖱
章 

小
金
井
市
⽶
⾚
⼇
⾁
推
進
計
画
⼵
概
要 

第
㖲
章 

第
㖲
次
推
進
計
画
⼵
改
定
⼲
⼉
⼦
⼪
⼭ 

第
㖳
章 

計
画
⼵
基
本
的
⼱
考
⼏
方 

第
㖴
章 

基
本
方
針
⼲
基
⼬
⼖
施
策
展
開 

資
料
編 

第
㖵
章 

計
画
⼵
推
進
⼲
⼉
⼦
⼪
⼭ 

 

㎁ֽׄמ弪孱 
乃鼧熭㰢泸עךյص٭َت㓹儖嫎ס釨㲊מ㓹׀טյ♐課䇗(䇗)僖

㓹儖銶槆ցص٭َتր瑬僿םכ䇗銶槆סךױ課䇗䈱(䇗䈱)♐מ
瓀㲊ױַיն 

╈Ꝏ僿氳ص٭َتם䷓瓀ס㓹儖亠ꄠיכքךص٭َتր☔榟ցֿ㚺օ
քךص٭َتր炘⚡ց㚺ֻօքךص٭َتր┩槡ցֿםחכօք٭َت
٭َتյր┉⧠稀槆☔ց䦡頻⹆ص٭َتօ䫴ׅյրր儔全ցⰨךص
 նױַי炐ֿכ׆׳磝מ㲔杯ס炘⚡ցص

յמככ㚺燯ס炘⚡敯媲䄢ׂ梪㗞ص٭َتյ鷞Ⳃ٬ך┕סא
㓹儖亠ꄠס䧗⫂㳊յ㲔杯ס״ג䣆玮ֿי頻ׂ׀㚺כ׆ַי馐ױ
ֻյסח二םג釱憠ֿ䑒釐כ炐ױַיն 
■第３期スポーツ基本計画における３つの新たな視点 

 

⭳⪯瑬僿ص٭َت㓹儖銶槆 
  

 ص٭َت䄢ׂ梪㗞ס㚺 

性別や年齢、障がい、経済・地域事業等の違い
によって、スポーツ活動の開始や継続に差が生
じないような社会の実現や機運の醸成を図る。 
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典◹齉ֽׄמ弪孱 
典◹齉עךյص٭َت鵟י典◹ס儔全Ⱘ鵰ס״גַׂי糵ꄠ泅יכ

ր典◹齉ص٭َت䫟鶟稀見銶槆ց䇖䡗䇗(䇗)僖מ瓀㲊ױַיն 
鷞Ⳃص٭َت٬䄢ׂ♓┖ססח梪㗞ס㚺馐ֻױրסص٭َتⱱך

典◹ס儔全Ⱘցס㓹儖杼䒝כյ鷞Ⳃص٭َت٬鵟גր⢸䉓㵜⽜ס鷼䡗ց
ր⪦榟炘⚡ס㲔杯ցր㏐㓊٬磬岷ס孨䓪ցַֹכסח䷓瓀泘嘅ֿ䫴ׅי
 նױַ
■ 運動・スポーツを取り巻く環境の変化 

齉ס稀☔ֿ峎㵼מ鬇ַׂיր☔啶䡗ס㚺ց 
냕룻縖ס┉☔倲ֿ㘃ⱶ璡סր㳃仌啶䡗ס㚺ց 
⢸䉓㵜⽜ַֹכ縒ֻ亠ס鏐榟殴鞝ס㘃ⱶ⥝⺸גזַכր⢸䉓敯䛜ס㚺ց 
꤃ַֿ縖䣆䅲◫♀丗ס㘃ⱶ⥝⺸璡סր꤃ַֿ縖ס敯媲ס㚺ց 
二⛮ⱱعتط見銶憠גײ־ր⛮ⱱס㚺ց 
⥸׀亠釤ֽם״ח嚀鷞ֿ냕ַיזױրⲐ⥸ס㚺ց 
☔չסր⛷俲孨Ⳃס㚺ց 
典◹╈䑏גכ丗㛡ׂס㎁꤀סع٤يؕص٭َتꝧ⤹榟孨מ骰鲣ם㕙䢥סך

 㚺ցסր炘⚡敯媲גזַכ嫰泘ס⢸䉓磬ㅀֽׄמ鏐榟յ♿哅סع٤يؕ

■ 基本理念・目標のイメージ 

 ⭳⪯典◹齉ص٭َت䫟鶟稀見銶槆 
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䄫٬⛣┕ס꞊鵽銶槆ס丝杼 
Ζ瑬域㵸ꄋ◒䄫㓹儖啶䘶٬⯥僿㓹儖銶槆յ瑬僿㵸ꄋ◒䄫כׇ٬כץ٬הױⰨ榟

稀見䡵樋 
㵸ꄋ◒䄫ס☪䏲䇗גמ㵧全⥼炐מככյסא㲔杯גׄ⺸מ㓹儖

㣓ⳙ䷓瓀ס磝亠ꄠ炐יכסյ♐課䇗(䇗)僖מ瓀㲊י
 նױַ

产瓀րסص٭َت䨕艄ցעךյրص٭َت梪㗞ס丝⤓٬⩗㲔ցրص٭َت㍚⛮כ
亠⺸䓪䫴ַֹׅכ免罫䡗ց䫟鶟☔ס״גס䨕艄ص٭َت鵽䯥䍚ցրס
 նױַי

基本構想 ք銶槆僿ꝴօ♐課䇗䈱(䇗䈱)♐課䇗䈱(䇗䈱) ք㵧全⥼օ ַלײֹא־ 㘃ֹא琷갹 ס☔ׇֹםח魸 㵸ꄋ◒䄫 քסׂטהױ㓹儖㣓ⳙօ 

 
前期基本計画 ք产瓀⛮硌㍲օ 

 产瓀 סص٭َت䨕艄 ք泘䧗㣓օր雛ם־榟尐מככص٭َتց㓹儖杼䒝מյמص٭َت妳鬭מ鈐׀ךֿכ׆׳梪㗞嚀⚡ֵֿյ鐍ֿ哧ׂ⩕妳מյ♧ꝴׂט鵟יյ榟孨ס雛הױַׂי┕⺸ֿ־ ք䧗嘅٬泘嘅⡁(♐課䇗䈱)օ鶚מ㍑♓┕ص٭َت㲔产ַי䄫妨סⰟ見 ♐課⩕䇗䈱(䇗䈱)⡁ 䄫ص٭َت产錃˥ס⮵榫縖丗┒☔ 䇖䡗䇗䈱(䇗䈱)⡁☔ 
˥䄫ص٭َت产錃稀見⛮罫귆յ剳㸓⪜㎥⢸䉓鷞Ⳃ٭ذ٤جյ┕姡⪜㎥鷞Ⳃ产錃յ㵸ꄋ◒䄫ع٭ؤتؼط ք产瓀ס亠⺸䓪օص٭َت梪㗞ס丝⤓٬⩗㲔 ص٭َت㍚⛮סכ鵽䯥䍚 ص٭َت䨕艄ס״גס☔免罫䡗 
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Η瑬域㵸ꄋ◒䄫榟尐㰢綗䫟鶟銶槆 
ր㵸ꄋ◒䄫㓹儖啶䘶٬㓹儖銶槆ց┕⛣銶槆כր乃כ榟尐䷷罫ց鼧ꝛ╈

䑏מ꞊鵽产瓀⪮⛮氳מ䫟鶟⠕⮯銶槆יכյ♐課䇗(䇗)
僖מ瓀㲊ױַיն 

产瓀ס亠⺸䓪יכր鐍ֿ榟尐㰢綗מ鈐׳梪㗞ׂטցր㏐㓊חמככ
亠⺸䓪䫴ַֹכց䫟鶟ׂטؠ٭٠عشؾס榟尐㰢綗ցր榟尐㰢綗ׂ
 նױַיׅ

 

ք銶槆僿ꝴօ♐課䇗䈱(䇗䈱)♐課䇗䈱(䇗䈱) 
ք㓹儖杼䒝օ㰢ֿםחךצ琷갹הױס㵸ꄋ◒ ֵյⳂֹא⭳׀☔榟䇗侇♏ 
ք产瓀ס亠⺸䓪օ 

鐍ֿ榟尐㰢綗מ鈐׳梪㗞ׂט 
㏐㓊ׂחמ⪧כ榟尐㰢綗 
榟尐㰢綗ׂטؠ٭٠عشؾס 
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☔  
 㵸ꄋ◒䄫ס稀☔עյ♐課䇗䇗מؠ٭م峎㵼מ鬇

 նױַי䫟銶כ
 塶♓┕縏䇗☔ס☔ע㘃ⱶ禈ׄյ┉亠ך塶䇗㵼☔

յ塶榟榤䇗룻☔ע♐課䇗䇗♓յ峎㵼
מյ♐課䇗䇗䇗չ┕伭ע냕룻曍יכյ磵冽鬇מ
 նױַיױ釤鱮כ㍑┕ע

■ 将来人口推計 

 

⭳⪯瑬僿㵸ꄋ◒䄫כׇ٬כץ٬הױⰨ榟稀見䡵樋 
■ 年齢３区分別人口の推移、人口割合の推移 

 
年齢３区分別人口の推移 

 㵸ꄋ◒䄫ס杯敯 
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年齢３区分別人口割合の推移 

⭳⪯瑬僿㵸ꄋ◒䄫כׇ٬כץ٬הױⰨ榟稀見䡵樋 
 

㵸╈㰢劅⩩珡٬榟䏻丗 
 ♐課䇗䈱䇗䈱־♐課䇗䈱䇗䈱ס䇗ꝴ

硜☔㘃ⱶע硜☔յ⪜玮╈㰢劅榟䏻丗עյ⪜玮㵸㰢劅⩩珡丗ך
⩩㵸╈㰢劅יזםכמ㘃ⱶ☔ס⛮⪑䄫עյ䎎ꪫֽי䫟銶כ
珡٬榟䏻丗㘃ⱶכ釤鱮ױױն 

■ 公立小中学校児童・生徒数の推計 

   
公立小学校                     公立中学校 

⭳⪯♐課  䇗䈱(䇗䈱)䷷罫☔璡䫟銶㕔診傴(典◹齉䷷罫㡦⚡) 
  

5,828 

6,570 

令和3年度

(２０２１年度)

令和8年度

(２０２６年度)

2,180 

2,414 

令和3年度

(２０２１年度)

令和8年度

(２０２６年度)
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二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮䦡㛻⯥䏲ס㵸╈㰢榟ס⛮ⱱ٬鷞Ⳃ綗䜉ס㚺 
 典◹齉礴┉⛮ⱱعتط磵冽עյ䚉刌䦡頻⯥ֵך♐課⩕䇗䈱כ奂鬳יյ

䚉刌䦡頻䏲ס♐課䇗䈱(䇗䈱)ס磵冽ע嘦ַףյֵעַ䐬峎םכ
 նױַיז

 仼ס鷞Ⳃ侇ꝴֿ⮆儔嵹סⰟ見עյ䚉刌䦡頻⯥ֵך♐課⩕䇗䈱כ奂
鬳יյ㵸㰢䇗榟ךⰟ見ֿ냕ׂױַיזםն 

 鷞Ⳃ鼧ס䢥㷯Ⱏ見ע╈㰢䇗ס㝵㯸עך㘃ⱶֿױַיյ㵸㰢䇗עך
槀㝵כ峎㵼ֽיյ⪒⛮氳עמ峎㵼⥝⺸ױֵמն 

■ 東京都統一体力テスト結果※の推移 

   
※ ８種目で実施（握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走 or20m シャトルラン、50m 走、立ち幅跳び、

ソフトボール投げ or ハンドボール投げ） 

※ 各種目、記録に応じて 10 段階で評価(8 種目合計 80 点満点) 

■ １日の運動時間 30 分未満の割合の推移 

   

■ 運動部※所属割合の推移 

   
※ スポーツクラブ、スポーツ少年団を含む 

⭳⪯♐課  䇗䈱(䇗䈱)典◹齉⩩珡٬榟䏻⛮ⱱ٬鷞Ⳃ耆ⱱյ榟孨٬鷞Ⳃ綗䜉璡鐧削 

54.5
53.6

55.6 55.5

R1(2019) R3(2021)

小学5年

男子 女子

41.2 40.9

49.8 49.9

R1(2019) R3(2021)

中学2年

9.8%
15.0%

18.9%
21.5%

R1(2019) R3(2021)

小学5年

男子 女子

19.1%
14.8%

32.2%

24.8%

R1(2019) R3(2021)

中学2年

男子 女子

77.3%

68.8%

56.2%
52.1%

R1(2019) R3(2021)

小学5年
75.7% 76.2%

53.8%

66.3%

R1(2019) R3(2021)

中学2年
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⢸䉓敯䛜 
 仼儖☔ס䇖㏯㵜⽜ע槀䓪ך䇗յ㝵䓪ך䇗ֽיזםכ

䏅ꮶׂ׀氦㷣ֿ頻ס殴יכն釐㍔ױַיצ䋝ע⽜յ䇗չ䇖㏯㵜
ךֿכ׆榟孨鴜גכ׀ַ׀ַךյ⢸䉓ֿױ縒ֻֿכ׆ַי
 նױ䘶◀ככ׆םׂ׀頻ע㱦┘סյ㵧全ףׄם׀

 㵸ꄋ◒䄫ס䇖㏯㵜⽜ע槀䓪(塶)յ㝵䓪(塶)מכ典◹齉ס
丗⡁┕㍑ַיז敯媲ךնגױյ냕룻縖ֿ釐䶹䭤鏀㲊˥ׄסךױ
䇖㏯氳䇗룻ր⢸䉓㵜⽜ցכײיכյ槀㝵מכ齉ס䇖㏯⡁飃ֻי
חמնր⢸䉓㵜⽜ցױ־⮆ֿכ׆ֵך냕룻縖ֿ㛡ַ㏐㓊םյ⩕妳ֽ
יז榟孨鴜גյ⢸䉓䙫閁ֹ׀ךׂ䄐㵸סכ⽜յ䇖㏯㵜יַ
 նך䑒釐ֿכ׆ֹ

※「要支援認定」は、介護は必要ない状態であるものの、立ち上がる際や歩く際、買い物などの日常生活にお

いて支援が必要な場面がある状態のことն 

■平均寿命と健康寿命の推移 

 ⭳⪯♐課䇗䈱(䇗䈱)⸁榟Ⲑ⥸氫傴 
 

■小金井市及び周辺都市の平均寿命・65 歳健康寿命※ 

 

78.07
80.98

84.93
87.14

69.4
72.14

72.65
74.79

65

70

75

80

85

90

H13(2001) H28(2016)

平均寿命(男性) 平均寿命(女性)

健康寿命(男性) 健康寿命(女性)

（歳）

86 85.985.885.485.385.385.385.385.285.2 85.1 85.1 85.1 85 84.984.884.684.684.584.484.9

82.482.582.2 81.8 81.7 81.782.3
81.6 81.9 81.6 81.6 81.7 81.7 81.682.0 81.4 81.3 81.1 81.8 81.6 81.4

国
分
寺
市

武
蔵
野
市

小
金
井
市

狛
江
市

小
平
市

国
立
市

羽
村
市

西
東
京
市

三
鷹
市
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布
市

府
中
市

東
村
山
市

東
久
留
米
市

東
大
和
市

武
蔵
村
山
市

立
川
市

昭
島
市

清
瀬
市

福
生
市

青
梅
市

東
京
都

平均寿命 65歳健康寿命
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男 性 

 
女 性 

⭳⪯♐課䇗 (䇗)齉⫂⺨䄫槄兎ס塶⢸䉓㵜⽜(典◹齉焰炮⟊⢸㷀) 
※「65 歳健康寿命」は、65 歳以上の方が支援・介護を必要とせず、健康で日常生活を支障なく送ることができる寿命

のことն 
 

釐☭閾鏀㲊縖 
 ☭閾⟊ꣅס釐☭閾鏀㲊ׄג釐☭閾鏀㲊縖丗ע夵䇗㘃ⱶױַיն攐

 նױַי㘃ⱶמ鏀㲊縖丗ֿ攐ס鬭䈱ס釐☭閾釐䶹䭤מ

 塶♓┕ס냕룻縖ךյכץ倲ס亠㘃ⱶױַיն 

■要介護等認定者数の推移 

 ⭳⪯☭閾⟊ꣅ◄哅敯媲㕔診 䇗㕔(⸁榟Ⲑ⥸泸) 
  

90.390.390.2 90.1 90.1 90 90 90 90 90 90 89.989.889.789.689.589.589.589.489.489.8

83.583.083.283.083.583.6
82.982.982.782.982.982.983.0

83.8
82.783.0

84.2
82.6

83.983.682.9
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■６５歳以上単独世帯（ひとり暮らし）人口の推移 

 ⭳⪯㎁ⳙ鐧削 
 

꤃ֵַֿס☔ 
 䄫⫂ס꤃ַֿע☔ֵס㘃ⱶ⥝⺸ֵמյ♐課䇗(䇗)杯㏇յ⺨牊

꤃ַֿ縖䣆䅲ס䢥䧏縖丗ע見銶ך☔ױַיזםכն꤃ַֿס
牊걉⮯כײמյ攐מ瞿烕꤃㲹縖⟊⢸焰炮䣆䅲ס䢥䧏縖丗ֿ㘃ⱶױַי
 ն

 ㎁ס鐧削עךյ꤃ַֿ縖ֿ鷞Ⳃص٭َت٬㲔产סך┕꤃㙆יכր⛮
ⱱցր侇ꝴցրꄋꊤ氳ם⛷遙ցַֹכ꤃ַֿ縖⣐ס꤃㙆־סյր鷞Ⳃ٭َت٬
ג鸵מցր꤃ַַֿםֿص٭َت䓙ֹ鷞Ⳃ٬כַגցրֵך萶䣆ֿص
鷞Ⳃַםֿص٭َت٬ցגזַכ梪㗞ꪫסך꤃㙆ֿ䧸ׅױַיն 

 גױ㵸ꄋ◒䄫עךյ典◹ؠشم٤ٛٚق٬ؠشم٤ٛ؛琂䤗頻⚡
嚀鷞ꃘסص٭َت꤃ַֿ縖ם꽦⚡璡喋չ⛮ص٭َتٚقյמ㜵嚀⤹ꝧס
䡗גׄ⺸מ磝㲔产ױַי׀יն 

■各種障がい者手帳の所持者数 

 ⭳⪯㵸ꄋ◒䄫◄ⳉ㕔診傴⺨䇗僖仼杯㏇ 
  

4,937

6,111

H22(2010) R2(2020)

2,561 2,558

599 674
768 1,037

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H28(2016) R3(2021)

身体障害者手帳 愛の手帳(知的障がい者) 精神障害者保健福祉手帳

3,928 4,269

(人)
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■運動・スポーツを実施する上での障壁 

 ⭳⪯♐課  䇗䈱(䇗䈱)꤃㲹縖ص٭َتס⹆ⱶ➢鶟מ꞊鐧削溿狒(ص٭َت䇳)鵭㕔⡁ 
■東京２０２０パラリンピック競技大会に向けた機運醸成の取組 

（小金井桜まつりにおける車椅子バスケットボール、ブラインドサッカー体験） 

    
（スポーツフェスティバルにおけるボッチャ体験）(市民まつりにおけるパラパワーリフティング体験) 

    
（車いす卓球 吉田信一氏による講演会）  (東中学校における車いすバスケットボール体験) 

     

25.2%

14.7%

12.2%

10.1%

9.3%

9.1%

7.3%

5.5%

4.7%

4.5%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

体力がない

時間がない

金銭的な余裕がない

運動・スポーツが苦手である

感染症に対する不安

やりたいと思う運動・スポーツがない

人の目が気になる

障がいに適した運動・スポーツがない

仲間がいない

交通の便が良いところに施設がない

交通手段・移動手段がない
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ص٭َت孨Ⳃ㍚⛮յ⚡٬䶹䭤㍚⛮ 
Ζ 랋ꄋ◒⟨哧鼧 
 րַךױח٬ַךד٬ך׆ל٬ךחց鷞Ⳃ٬

־לյ㛡┩♏㯸泘䧗כ׆״鈐מص٭َت
냕룻縖ךױյ㛡牊泘喋չם鷞Ⳃص٭َت٬䚁㞐
סבאךױ碌縖┕־չֿյ㛡䑩⺸⮣䑏縖☔
䑩⺸מٜي٬ٝ見י⹆ⱶ׀ךמ孨Ⳃյ稀見
㑔㏐㓊יכهٚؠص٭َتյ䇖䡗䇗(䇗)
 նױַי錃玮מ

■ スポーツフェスティバル      ■ 野川駅伝大会 

  

Η 㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡ 
 㵸ꄋ◒䄫ֽׄמ⛮罫鷞Ⳃ䨕艄י䄫妨ס⛮ⱱס⺸┕

氦┕⺸ס炘⚡乃סյ㏐㓊尛굺㍲ס瞿烕ص٭َتכ
㷣מ㳝┙כ׆泘氳ױַיכն 

 րٜفؔطتؘنص٭َتؓؼبցր䄫妨⛮罫烰ց璡ס
٭َت罫䡗յؓؼٖةյ־ס⤹ꝧסع٤يؕص٭َت
؆磝מ䨕艄璡ص٭َتؓؼب䫟鶟յס㵼䇗㍚孨Ⳃص
 նױַך

 גױյ⚡עמס⚡յ鵽沾璡ס琂䤗㍚⛮٭َت
 նױַיյ孨Ⳃ㵼䇗㍚ֿⱶ沾ص

■ シニアスポーツフェスティバル    ■ 市民体育祭 

  

랋ꄋ◒⟨哧鼧 HP 

㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡ HP 
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Θ 㵸ꄋ◒䄫ص٭َت䫟鶟㡦 
 鷞Ⳃص٭َت٬䫟鶟ס״גס◄哅ס㲔产➟מ鵽礘鐧丝յ

㲔䤗䧗㵵յסא☽鷞Ⳃמص٭َت٬꞊䧗㵵⹕צⲂ銧
车ֹ㵸ꄋ◒䄫䷷罫㡦⚡ֿ㡦㈚ꪜ䅻ⳝ攐⮯绷ס㏐亠⪜
ⳉךն 

 ր㎻偿هٚؠص٭َتցրٍٔزش䷷㲜ցրزشַٍנֿ׆
ٔ頻⚡ց璡յ喋չסص٭َتם䧗㵵俊⹕゛氦车ֹככ
孨ص٭َتס㲜ց璡յ㏐㓊䷷⯥⭳ص٭َت٭ٖؼյրמ
Ⳃס䶹䭤仼չס⺨牊סع٤يؕص٭َتⱱ璡յ䆋䇶
ַ孨Ⳃ车ױַיזն 

■ 土曜スポーツクラブ              ■ こがねいボッチャ大会 

    

㵸ꄋ◒䄫ص٭َت 
䫟鶟㡦 HP(㵸ꄋ◒䄫 HP) 
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ع٭ٛت٬ّؓ٭زوشع 
 䄫⫂מ䦠憠糋ׂ仼儖鼽䷓و٭ٜء㝵㯸ꣁ┕鼧־סյ

頻㰢㏇⛨縖ؠشم٤ٛٚق٬ؠشم٤ٛ؛־璡ס㎁
꤀頻⚡מ⭳㕙㛡ֿׂع٭ٛتؓوشعס㰆㏇ױն 

 גױյ㵸ꄋ◒䄫ّ٭زوشع٭شئעր典◹ցס
劔╚ֽיזםכյ䇗㍑յ典◹ס⪜䌋鍱見ך车
浓ׄמ璡骰ّ٭ؚنؼ绷ֿٗ仼ցס◒ր㵸ꄋ
䑴䭤♿槆סց璡٭ظ浓榫ّ٭ؚنؼրٗגֵמ哅ⳉי
㲔产־ַיյ鹟䣆מ㵸㰢劅鋼ゖ璡ס◫孱
ֿ车ױַיն 

■ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会出場者による表敬訪問 

 

■ ＦＣ東京との交流、応援企画 

  

  

鈴木 亜由子 選手(陸上) 

小金井の日 小金井の日 

ユニフォームデー 小学校訪問 

㵸ꄋ◒䄫יַחמع٭ٛتؓ ס־ (㵸ꄋ◒䄫 HP) 
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䄫ס鷞Ⳃص٭َت٬鞲嶎 
 ⪜⪦ص٭َت产錃יכյ㵸ꄋ◒䄫稀見⛮罫귆յ剳㸓⪜㎥⢸䉓鷞Ⳃذ٤ج

㰆ֿتؗـهٚؠ╈┉㕙յع٭ؤتؼطյ┕姡⪜㎥鷞Ⳃ产錃յ㵸ꄋ◒䄫٭
㏇ױַיն 

 㰢劅产錃עךյ㵸╈㰢劅ך⠕☔⮵榫ꝧ䷑劅٬牊泘劅䉀ꝧ䷑㲔
产־ַיյ妨ꝴ产錃ך稀見㰢ꢙةشٝتؿؠط⛮罫귆סꝧ䷑
车ױַיזն 

 ⪜㎥עסח齉玮⪜㎥㵸ꄋ◒⪜㎥յꄇ䃷⪜㎥յ塡襓ꄇ⪜㎥־סյ䄫
ֿ畘杼⪜㎥璡ֵֿױն 

 㵸ꄋ◒䄫ꄇ䃷עך٭ذ٤ج٤٭ٛؠյ愤㲹䉬厏擻ס┉侇⟊畘㕙䢥ֿ䇖侇ע
 նױַיזםמֹ׀ך榫⮵יכع٭ؤعشآتف

■ 小金井市内の運動・スポーツ資源及び公園・学校等位置図 

 
 

※公園は 1,000 ㎡以上の公園を掲載(緑地は除く) 
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鷞Ⳃמص٭َت٬꞊䄫妨ס㲔产敯媲յ꞊䑏璡 
 䄫妨ס鷞Ⳃמص٭َت٬꞊䙫閁յ䄫ס鷞Ⳃص٭َت٬产錃٬◄哅מ

㵚鏀湳䈱٬䙫釤璡䤧䭂յ儖銶槆瓀㲊ס״גס㓹灄鞲乢כ׆כ
泘氳ع٭آ٤ؓמ鐧削㲔产גױն 

■ アンケート調査概要 

鐧削㵚霄縖 㵸ꄋ◒䄫⫂㏇⛨ס塶♓┕䄫妨,⺲扛⛼憡䥩⭳ 
鐧削僿ꝴ ♐課䇗(䇗)僖仼儒僖仼僖 
鐧削亠嫎 鼽鴜鐧削鼽鴜鿥䄭٬鼽鴜㍑⹜ 
㍑璻敯媲 ♭㍑⹜曍 

※ 参考調査として「１６歳以上の市民」「中学生」「小学生」を対象とした web 調査も実施しています。 

Ζ ⢸䉓敯䛜ס鏀閁 
塶♓┕ꢜַיյր⢸䉓ֵךցրףַֻכ־הל⢸䉓ֵךցכ鏀閁

 նױַיזם냕ׂכ⯥䏲עⰟ見ַי

■ 健康状態の認識(年齢別) 

 
  

38.5

41.0

30.0

18.8

26.7

16.9

26.9

13.0

30.8

35.9

36.7

48.8

42.2

54.5

50.7

37.0

15.4

7.7

11.7

20.0

20.0

16.9

16.4

17.4

15.4

12.8

18.3

11.3

7.8

9.1

3.0

26.1

2.6

3.3

1.3

3.3

2.6

3.0

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

健康である どちらかといえば健康である どちらとも言えない

どちらかといえば健康でない 健康でない
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Η 鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产敯媲 
ր鶚מ仼♓┕ց鷞Ⳃַי亠עյ㍑璻縖סםכյ⯥䫟鶟銶

槆瓀㲊侇ס鐧削磵冽־㘃ⱶגױն 
䇗룻⮯כײמյր♏ց♓㛙עյ⯥䫟鶟銶槆ס䡗冽泘嘅ֵךր鶚

㍑♓┕ס鷞Ⳃص٭َت٬㲔产曍ց┕㍑ױַיזն 
㲔产ַי鷞Ⳃעص٭َت٬րؚؗء٤؞٭յٚء٤ؼ٤յء٤؟٘ةց

ր⛮䳩ցֿ狯⭳ױַיն 

■ 運動・スポーツの実施日数 

 
■ 運動・スポーツの実施日数（年齢別） 

 
■ 実施している運動・スポーツ 

ウォーキング、ランニング、ジョギング 74.9% 

体 操 40.0% 

サイクリング、モータースポーツ、サイクルスポーツ 14.5% 

登山、キャンプ、オートキャンプ、ハイキング、オリエンテーリング 14.1% 

室内運動器具を使ってする運動 12.7% 

ラケットスポーツ 11.0% 

水 泳 10.4% 

※回答率 10%以上の運動・スポーツのみ 

30.8

10.5

6.9

3.8

8.1

12.0

26.3

21.4

7.7

7.9

12.1

15.2

14.0

18.7

24.6

33.3

23.1

18.4

8.6

8.9

18.6

17.3

15.8

16.7

23.1

18.4

19.0

24.1

17.4

26.7

14.0

2.4

23.7

31.0

26.6

22.1

13.3

7.0

9.5

7.7

10.5

12.1

15.2

9.3

4.0

1.8

7.7

7.9

6.9

2.5

2.3

5.3

1.8

2.4

2.6

3.4

3.8

8.1

2.7

8.8

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

週に5日以上 週に3日以上 週に2日以上 週に1日以上

月に1～3日 3か月に1～2日 年に1～3日 わからない

65
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Θ 鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产䎬䌋 
ր⠕☔ך舅榺מց鷞Ⳃַי亠ր㳃仌כց鷞Ⳃַי亠

ֿ狯⭳ױַיն 
䇗룻⮯מ釤כյ♏עךր㳃仌כց鷞Ⳃַי亠סⰟ見ֿ냕

ׂյ塶♓┕עךր⺱עגױ鲣ׂס䄫ס☔ֿⱶ⪌هٚؠַי⺱㞐⚡
 նױַיזםⰟ見ֿ냕ׂס亠ַיց鷞Ⳃי䢥㷯מ

■ 運動・スポーツの実施形式 

 
※回答率 5%以上の実施形式のみ 

■ 運動・スポーツの実施形式（年齢別） 

 

73.2%

34.8%

16.9%

13.0%

10.1%

9.8%

8.0%

5.5%

個人で自由に

家族と

フィットネスクラブ等の民間の

会員制スポーツクラブで

地域の友人と自由に

その他

同じまたは近くの市の人が加入

しているクラブや同好会に所属して

職場の友人と自由に

職場のクラブや同好会に所属して

7.9

5.3

1.3

1.2

4.1

5.4

46.2

5.3

1.3

2.4

1.4

5.3

1.8

1.3

2.4

9.6

5.4

16.2

1.4

1.8

1.8

2.5

3.6

5.4

3.5

1.2

1.4

1.8

5.4

13.2

8.8

15.2

13.3

11.0

14.3

10.8

7.7

50.0

50.9

45.6

53.0

54.8

53.6

45.9

2.6

3.5

3.8

1.2

1.4

5.4

2.6

1.8

1.3

2.4

1.4

7.7

1.8

2.4

1.4

5.3

17.5

22.8

14.5

5.5

7.1

2.7

30.8

5.3

1.8

3.8

3.6

5.5

5.4

2.7

7.7

2.6

1.8

1.3

2.4

1.4

1.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

職場のクラブや同好会に所属して 学校のクラブや同好会に所属して

同じまたは近くの市の人が加入しているクラブや同好会に所属して 黄金井倶楽部に所属して

体育協会加盟団体に所属して 公共施設で行われているスポーツや体力づくりの教室で

フィットネスクラブ等の民間の会員制スポーツクラブで 個人で自由に

地域の友人と自由に 職場の友人と自由に

地域のイベントで 職場のイベントで

家族と その他

わからない
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Ι 鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产侇ꝴ 
ր鶚מ仼♓┕ց鷞ⳂַיⰟ見ֿ奂鬳氳⛥ַր♏ցעրⶎ䏲

侇♓ցמ鷞Ⳃַי亠סⰟ見ֿ냕ׂױַיזםն 
■ 運動・スポーツの実施時間（年齢別） 

  
Κ 鷞Ⳃص٭َت٬㲔产敯媲ס嵹餉䈱 

萴ַ┩♏לր嵹餉ַיցր嵹餉ַיցⰟ見ֿ⛥ׂױַיזםն 
■ 運動・スポーツの実施時間（年齢別） 

   

2.6

5.1

9.5

11.1

12.3

10.3

38.5

18.4

46.6

39.2

40.5

37.5

45.6

43.6

46.2

39.5

29.3

34.2

29.8

38.9

31.6

46.2

15.4

28.9

17.2

17.7

15.5

9.7

10.5

10.5

6.9

3.8

4.8

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

午前4時～午前8時 午前8時～正午 正午～午後6時

午後6時～午後10時 午後10時～午前4時

15.4

15.4

5.1

3.7

8.9

5.2

21.3

22.7

10.3

10.2

18.5

14.4

23.4

27.9

29.5

53.8

17.9

18.6

16.0

18.9

32.5

21.3

20.5

30.8

41.0

42.4

37.0

34.4

26.0

18.0

11.4

15.4

23.7

24.7

23.3

13.0

11.5

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

満足している やや満足している どちらとも言えない やや不満である 不満である
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Λ 鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产杼榺٬Ⳃ嚀 
ր⢸䉓٬⛮ⱱ٬عشؙؕر٬ׂט鷞Ⳃ┘餉鉮寕ցրتٝعت鉮寕٬妳⮆鬇

䬵ցסל؆כע亠ס鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产杼榺٬Ⳃ嚀ױַיזםכն 
ր⹘☔٬♧ꝴסכ◫孱◫⹘꞊➟ס䦡頻ցע攐מ냕룻縖יַֽמ鷞Ⳃَت٬

 նױַיזםכ㲔产杼榺٬Ⳃ嚀סص٭
■ 運動・スポーツの実施理由・動機 

 
 

■ 運動・スポーツの実施理由・動機「友人・仲間との交流／交友関係の拡大」(年齢別) 

 
  

98.0%

93.1%

68.3%

53.3%

21.1%

2.0%

6.9%

31.7%

46.7%

78.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「健康・体力づくり・ダイエット・運動不足解消」

「ストレス解消・気分転換」

「友人・仲間との交流／交友関係の拡大」

「自己の記録や能力の向上」

「トップチーム・アスリートの活躍からの触発」

理由・動機づけになる 理由・動機づけにならない

69.2%

64.1%

68.3%

63.0%

71.6%

56.9%

84.0%

82.1%

30.8%

35.9%

31.7%

37.0%

28.4%

43.1%

16.0%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

理由・動機づけになる 理由・動機づけにならない
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Λ 鷞Ⳃַםص٭َت٬ַם׀ך杼榺 
ր䑮ַցր⛷遙ַֿםցրꪫ⠠ַׂցր檄ַցגזַכ㍑璻縖ס◄䗯

ַם׀ךַםص٭َت鷞Ⳃ٬מ╚梪㗞ַֹֿכցַם产錃ֿյր㕙䢥כ
杼榺יכ䧸ׅױַיն 

 

※ 「運動・スポーツをしない／できない理由になる」の回答割合が 50%以上の理由のみ 

 

ր㕙䢥产錃ַֿםցיַֽמյ㵸ꄋ◒䄫ص٭َت⪧⪛עך产錃ֿꄇ䃷ס
⣐גֵמր㏧┕㏐㓊ցמ㛡ַַֹכ攐䓪ֵֿ״גյꄇ䃷ס⣐גֵמ
ր㏧┖㏐㓊ցעךր㕙䢥产錃ַֿםցס㍑璻Ⱏ見ֿ냕ׂױַיזםն 

■ 地域別、「場所や施設がない」が運動・スポーツをしない／できない理由となる割合 

 
 

※ 「坂上地域」「坂下地域」について 

市の南側、野川の北側あたりに存在する「国分寺崖線」に対して、北側が「坂上地域」、南側が

「坂下地域」となる。各地域は、以下の町で構成すると定義した。 

【坂上地域】東町、梶野町、関野町、緑町、中町、本町、桜町、貫井北町 

【坂下地域】前原町、貫井南町 

  

73.8%

71.7%

71.7%

65.4%

60.6%

57.5%

56.2%

26.2%

28.3%

28.3%

34.6%

39.4%

42.5%

43.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事が忙しい

時間的に余裕がない

面倒くさい

疲れやすい

場所や施設がない

家事・子育て・介護が忙しい

天気が悪い

運動・スポーツをしない／できない理由になる 運動・スポーツをしない／できない理由にならない

56.6

70.8

43.4

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

坂上地域

坂下地域

運動・スポーツをしない／できない理由になる 運動・スポーツをしない／できない理由にならない
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Μ 二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ֿ鷞Ⳃص٭َت٬綗䜉גֻ┙מ䏅ꮶ 
舅骰ր⢸䉓ַםךցր⛮ⱱמ舅⟓ַֿםցր鷞Ⳃ┘餉ցכ鏀閁ַי㍑璻

縖עր㲔产䙫培ցֿ냕ׂגזםյכ㍑璻ױַיն 

■ 健康状態への認識別、運動・スポーツを実施する意欲に与えた影響 

 

■ 体力への認識別、運動・スポーツを実施する意欲に与えた影響 

 

■ 運動不足への認識別、運動・スポーツを実施する意欲に与えた影響 

 

3.5

4.4

3.9

17.0

50.0

10.5

2.5

3.9

5.6

20.2

22.8

19.5

15.1

7.2

52.6

56.9

50.6

34.0

21.4

13.2

13.4

22.1

28.3

21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である

どちらかといえば健康である

どちらとも言えない

どちらかといえば健康でない

健康でない

以前より高くなった 以前よりやや高くなった 以前と変わらない

以前よりやや低くなった 以前より低くなった

2.7

3.7

6.1

6.8

27.8

16.2

5.1

2.7

3.9

5.5

18.9

22.8

20.1

17.5

19.4

51.4

53.7

55.0

49.5

30.6

10.8

14.7

16.1

22.3

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体力に自信がある

どちらかといえば体力に自信がある

どちらとも言えない

どちらかといえば体力に自信がない

体力に自信がない

以前より高くなった 以前よりやや高くなった 以前と変わらない

以前よりやや低くなった 以前より低くなった

1.2

8.2

3.4

18.4

12.9

11.0

4.9

1.2

4.6

9.7

18.3

13.1

30.3

12.8

71.0

61.0

59.0

45.7

42.2

6.4

8.5

14.8

19.4

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど(まったく)感じない

あまり感じない

どちらとも言えない

ある程度感じる

大いに感じる

以前より高くなった 以前よりやや高くなった 以前と変わらない

以前よりやや低くなった 以前より低くなった
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Ν 㵸ꄋ◒䄫ס鷞Ⳃص٭َت٬꞊鵽◄哅ס鏀湳䈱 
㛡ׂס产錃յ◄哅ך鏀湳䈱ֿ⛥ַַֹכ磵冽גױםכն 

■ 市内のスポーツ施設・組織の認知度 

 
 

■ 施設開放の取組の認知度 

 
 

■ スポーツ事業の認知度 

 

 

84.7%

74.6%

43.0%

35.3%

19.6%

16.3%

10.9%

15.3%

25.4%

57.0%

64.7%

80.4%

83.7%

89.1%

0% 50% 100%

小金井市総合体育館

栗山公園健康運動センター

上水公園運動施設

小金井市テニスコート場

小金井市体育協会

黄金井俱楽部

小金井市スポーツ推進委員

知っていた 知らなかった

30.2%

12.8%

10.7%

10.2%

2.4%

69.8%

87.2%

89.3%

89.8%

97.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学校の個人開放

一中テニスコートの開放

南中学校中庭テニスコートの夜間開放

一中クラブハウスの開放

総合学院テクノスカレッジ体育館の開放

知っていた 知らなかった

36.1%

35.2%

23.1%

11.9%

12.0%

7.1%

63.9%

64.8%

76.9%

88.1%

88.0%

92.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民体育祭

野川駅伝大会

スポーツフェスティバル

シニアスポーツフェスティバル

土曜スポーツクラブ

ボッチャ教室

知っていた 知らなかった
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Ξ 㵸ꄋ◒䄫ס鷞Ⳃص٭َت٬䨕艄ס僿䏨釐僶 
րַךח鷞Ⳃ׀ךסص٭َت٬㕙ס⩗㲔ցֿ⪒⛮סⶐ丗ס㍑璻䐂ױ

׀ך槆⹆ֿ☔סי㲔ցր⩗تل٭ئ嚀耆٬ס产錃ص٭َت⪧⪛րךն域ַג
Ⱏ飃ⶭס⛮⪑ך㲔ց⩗סص٭َت鷞Ⳃ٬ס٬㛡牊泘٬㛡䑩⺸㑔♏┩յ㛡
 նױַי״

 

 
※「最も力を入れてもらいたいこと」への回答割合

いつでも運動・ス

ポーツのできる

場の充実, 

48.7%

公共スポーツ施設の機能・

サービス充実, 17.4%

すべての人が参画できる、多世代・

多種目・多志向型の運動・スポーツ

の充実, 9.9%

運動・スポーツに関する情報発信の充実, 5.7%

地域のクラブやサークルの育成・支援, 5.3%

わからない, 3.7%

特に力を入れてほしいものはない, 3.1%

トップチーム・アスリートと連携した取組み, 2.6%
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瑬珕 銶槆ס㓹儖氳ם縒ֻ亠 
 

瑬域䫟鶟銶槆ס䷉㲊עյ㎁齉סⳂ⺸յ㵸ꄋ◒䄫㓹儖啶䘶ס㵧全⥼յؓآ٤
泘הױ׀ךֿכ׆׀榟ׂ⮆舅ֿכץ☔┉յֻױ鐧削磵冽璡馐ع٭
䧗յր哧ցրㄎצցמ劮嶎䧏חյ䑏骰ס⢸䉓璡מ״גס舅氦氳מ车
מ⥸כⱶ⹆ס⛮╚םױױ䨿ֻյכص٭َت骰⛮孨Ⳃ䇶ׂ鷞Ⳃ
㵸ꄋ◒䄫ס攐䐶孨ג־鷞Ⳃסص٭َت٬䫟鶟ֿꄆ釐ַֹכ鏀閁כסյ♓┖
 նױ车ַך縒ֻ亠ם㓹儖氳סחס
 

Ζ ⯥䫟鶟銶槆ס㓹儖杼䒝٬㓹儖泘嘅ס亠⺸䓪禆禈 
⯥䫟鶟銶槆יַֽמ䡗冽泘嘅גכր鶚מ㍑♓┕ص٭َت㲔产ג

䄫妨סⰟ見ցעיַחמյ瓀㲊侇ס־ױ┕⺸כ
յ⯥䫟鶟־כ׆ֵך敯媲ַםַי鷼⮼עמסյ泘嘅⡁ֿג
銶槆ס㓹儖杼䒝٬㓹儖泘嘅ס亠⺸䓪禆禈յ鷞Ⳃص٭َت٬㲔产
䄫妨םס㘃ⱶ䫟鶟ױն 

䄫妨ס鷞Ⳃص٭َت٬䫟鶟עיזגֵמյ☪䏲ׂף㘃ⱶ釤鱮ײ
׀⥸㲔产敯媲٬嵹餉䈱ֿ奂鬳氳⛥ַրסص٭َتյ鷞Ⳃ٬ցלր㯸ס
沸٬㯸罫י┩♏ցյ☭閾٬䶹䭤ׄכ׀ַ׀ַמ榟孨׀ך䄫妨ֿ
㘃ֻֿכ׆僶ױր냕룻縖ցր꤃ַֿ縖ց璡յ䄫妨ס糋־㛡喋ם
敯媲ث٭ؼ٬ⶇ⮆מ馐ֻױ吾鋀ױն 

 

Η 鷞Ⳃסص٭َت٬㕙٬嚀⚡ס⩗㲔յ䄫ס䍚٬ײ鞲嶎僃㛻孨榫י䫟鶟 
㎁꤀頻⚡璡מ⭳㕙㛡ׂع٭ٛتؓوشعס䄫妨סכ喋չם◫孱מ

磝؆ַך典◹յ㰢劅(㵸╈㰢劅յ냕劅յ頻㰢璡)ס㰆㏇յ㏐㓊ס
雛ؔطؼِٖؤם־⪜㎥璡ס稅յ姡鱨ס舅抅梪㗞גזַכյ䄫ס䍚٬ײ
鞲嶎僃頻孨榫ג鷞Ⳃסص٭َت٬㕙٬嚀⚡ס⩗㲔㍲ױն 

 

 瑬域䫟鶟銶槆䷉㲊ס釱憠 
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Θ 䗯㕔氦⟓ס䍚 
䄫妨ؓיַֽמع٭آ٤յ䄫ֿ杯㏇磝؆ַך鷞Ⳃص٭َت٬◄哅

ص٭َتյ鷞Ⳃ٬״גסאնגױםכ־伺ֿכ׆ַ⛥鏀湳䈱ֿס
鏀湳䈱٬杼ס榫亠嫎璡⮵磝յ㲔产יֵמ㲔⩗ס⚡㕙٬嚀ס
鉮䈱냕״䗯㕔氦⟓䍚յ䄫妨ס鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产ׅםחכ
 նױ

 

Ι ⪜妨鵽䯥٬䇳⫂鵽䯥ך䫟鶟 
靸סյ䄫צ鈝憠ֽס䫟鶟ס⥸כ⹆ⱶׂטהױ״鶟ךם؆ײ

䷓氳ם⯆硜☪䏲מ縏儰ص٭َت⪧⪛产錃璡ס㵚䑴ס䑒釐䓪
鵽䯥סך⫁䇳גזַכ㰢劅䷷罫妨鵽䯥յ⢸䉓焰炮⪛סכյ♿哅璡־
䫟鶟ױն 

 

 

豊かな生涯を運動・スポーツとともに 

☔榟䇗侇♏鲛ֻ╈յ榟尐ة٭طتنؕٚסյ侇♏ס弪孱מ榟孨
喋䌋ׂױכ敯媲ֿ喋չמ㚺ױ׀ַיն⢸䉓ך舅⮆ׂ榟׆׀
縒כֵךכ׆ם⮉頻עכ׆׳鈐מص٭َتյעמ״גמֹ׀ךֿכ
亠ַיז车ص٭َت鷞Ⳃ٬מ仼䅻氳ص٭َتյ琂䤗עמն㵸ꄋ◒䄫ױֻ
ךי㯸罫◄☼亠յַךַם״磝־ם־םյססַי䚉כյ䑒釐
侇ꝴס⛷遙ַֿם亠յ꤃ֵַֿֿ亠璡յ喋չם亠ַֿױնסי䄫妨ס
亠չמ見ֹמֹ鷞Ⳃص٭َت٬䆋䇶ַיכס䨿ֻյ鐍ֿ鷞Ⳃ٭َت٬
车ַյׂט梪㗞םֵֹֻֿםחյמככ⢸䉓㘃鶟י鵟ص
琷갹ך鷨ׇכ׆םכהױ׀ךֿכ׆泘䧗ױն 

յ䧏禈⺎耆ײꃘ䡗ֿ鶟סؔطؼِٖؤׂטյ⢸䉓י鵟倲גֹ׆
 նױ泘䧗כ׆ַׂיז㏐㓊ֿ䇶ֿםյ⩕妳ׂյ哧ך

  

 㓹儖杼䒝 
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㓹儖亠ꄠ鐍ֿ鈐״鷞Ⳃص٭َت٬孨Ⳃס䫟鶟 
㯸עיַֽמלյ鼧孨Ⳃס㏐㓊燯车ֿ吾鋀յ⥸׀沸٬㯸罫עך♏┩י

二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ס䦡頻סؠ٭٠ع٭ٓٛגכׄ־ז׀㵵⪌璡յ⥸
孱◫סכꝴ♧٬☔ր⹘י奂鬳כ♏┩ס☽עն냕룻縖ױַי㚺ֿ榟ס亠׀
◫⹘꞊➟ס䦡頻ցֿ鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产杼榺٬Ⳃ嚀ֵמ⺸⥝םכյ꤃ֿ
ַ縖עך典◹ؠشم٤ٛٚق琂䤗頻⚡מׄ־ז׀յ꤃ַֿ縖ס鷞Ⳃ٬
 նױַיזױ꞊䑏ֿ냕סص٭َت

յ꤃ַֿגױ鷿ַյסة٭طتنֽؕٚׄמ냕룻僿־յ䇦⩩僿מֹס׆
⮆⢸䉓յ妳)כ׆敯媲յ僿䏨ֽׄמ㲔产ص٭َتյ鷞Ⳃ٬יזמ僗扛璡ס
鬇䬵յ琂䤗ⱱ⺸┕ 璡)ע喋չךն䄫妨┉☔כץ㵯ꄆյ䄫妨ֿ╚⛮氳מյ榟
尐鵟י鷞Ⳃص٭َت٬哧׀ךֿכ׆׳梪㗞מׂטⲃױ״նגױյ
 նױ㍲免罫䡗☔ס䧗㵵ص٭َت

㓹儖亠ꄠ鷞Ⳃص٭َت٬鵟ג⢸䉓ׂט 
⼽鱨䄫䇖㏯㵜⽜ֿ┕㍑㵸ꄋ◒䄫עיַֽמյ榟孨綗䜉檪☭閾٬䶹䭤

◀ꡔյ⢸䉓⟊䧏٬㘃鶟עכ׆յ⢸䉓㵜⽜ס䋝⛈յ榟ַֿ׀䧏גז
倲ױֿםחמն⢸䉓٬焰炮◄哅璡כ鵽䯥յ仼ꮽ־㲊僿氳מ鷞Ⳃ٬
 նױ㍲ׄט綗䜉ص٭َت

㓹儖亠ꄠ鷞Ⳃص٭َت٬梪㗞ס⩗㲔 
鷞Ⳃעص٭َت٬յ☔סכ☔כ◫孱璡➢鶟յ㏐㓊ס┉⛮䚉孨ⱱꃘ䡗

חכׂטהױםյ⩕妳׀ךסכ׆倲כ׀ַ׀յ☔չֵַֿךס
ع٭ٛتؓوشعס㛡ׂ㕙⭳מ㎁꤀頻⚡璡עמն㵸ꄋ◒䄫ױ׀ַיזֿם
典◹յ㰢劅(㵸╈㰢劅յ냕劅յ頻㰢ַך؆磝מ孱◫ם喋չסכ䄫妨
璡)յ㏐㓊ס雛ؔطؼِٖؤם־⪜㎥璡ס稅յ姡鱨璡ס舅抅梪㗞גזַכ䍚٬ײ
鞲嶎ֵֿյסא鞲嶎孨榫ךכ׆ַׂיյրךדյַךחյך׆ל
 նױ׀ַי䫟鶟ׂט梪㗞״鈐מ孨Ⳃص٭َتց鷞Ⳃ٬

 

 㓹儖亠ꄠ 
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瑬珕 㓹儖亠ꄠמ㓹ׂט产瓀㷣ꝧ 

 㓹儖杼䒝ס㲔杯מ⺸ׄյ㓹儖亠ꄠׇס┖♓מכ产瓀㷣ꝧױն 
产瓀עյ䄫妨╈䑏גכ㏐㓊ס雛ם־րؔطؼِٖؤցյ⪜㎥姡鱨璡ס

ր舅抅ցյ㰢劅♿哅璡סր磝笝٬☔免ցַֹכյ㵸ꄋ◒䄫ס䍚٬ײ鞲嶎僃頻
孨榫ךכ׆כסגյ儖䄫ך鷞Ⳃص٭َت٬րㄎצցր哧ײց
ֿ䚉מֹյ儖䄫ס䚁浓յ儖䄫ך倲뇂ⱱ罫؆ױ׀ַךն 

⺨㓹儖亠ꄠעמ鍐❫䧗嘅錃㲊י产瓀סⲖ冽鍐❫ךכ׆յ产瓀ס㲔Ⲗ
䓪냕ױ״ն 

产瓀⛮硌 
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 鷞Ⳃעמص٭َت٬յ妳鬭מ哧־ס״յ禆禈氳םⲃⱱꏿꎥיזמ
䤗软耆ⱱ┕⺸ס㍲סյ⠕☔ך车ֹס㍚⛮ך车ֹס璡յ喋չם牊泘
յ僗扛ゖס꤃ַֿ⮯յ䓪ׂםגꣴס♏┩նך喋չ亠ײյ哧ֵֿ
ס⚡嚀׀ךⱶ⹆מյ妳鬭ֹ״鈐מص٭َت亠չֿ鷞Ⳃ٬ס䄫妨סי
⩗㲔յؕסص٭َتهب٭ٜؠ٤䫟鶟车ַױն 

յ喋չ鵽䯥כ璡ع٭ٛت٬ّؓ٭زوشع⚡յ⛮孨Ⳃ㍚ص٭َتյגױ
⠕䤗软䧗㵵ם㵠ꝛ氳յכ❠䬠ס⚡嚀յ⛮꽦ַ⚡⭳מص٭َت鷞Ⳃ٬ם
 նױ䶹䭤┕⺸ס䤗软璡ג見מ攐䓪ס☔

 ♐課䇗䈱(䇗䈱)ס⪜玮㵸╈㰢劅⩩珡٬榟䏻丗ע㘃ⱶכ䫟銶
յ鷞Ⳃ٬יזכמלն㯸ױױ䎎ꪫ㘃ⱶֿ釤鱮על㯸ס⫁璡յ㵸ꄋ◒䄫
٭آؼِٖؤ➟յ☔ꝴ꞊־ס氦鷼ס׀յⳂ┕⺸סⱱ⛮ם㓹灄氳עص٭َت
זגמյ榟尐גױնךⲖ冽氳יכמ氦鷼ס璡յ䑏骰ױ٤耆ⱱֿ罫٘ب
ם־璡յ雛ד؆䙫培罫׳磝מ犉哕氳מ◄⛰յג⢸䉓禴䧏י
☔榟鴜ס״ג㓹泅ױםכׂטն 

յ❠䬠⚡嚀鉴מص٭َتյ鷞Ⳃ٬꞊מ䐂䙫┘յ䐂䙫٬״גסא
⢸⪒ם㯸ֿל罫יכהױח׀ך뇂ⱱ氳ם鷞Ⳃص٭َت٬梪㗞ׂט
㍲ױն 
ռ╚ם磝ս 

鐍ֿ哧״鷞Ⳃסّٚءٞوص٭َت٬㲔产 
二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮䦡頻⯥䏲עךյ㯸סל鷞Ⳃ嚀⚡ס⛥┖璡מյ

⛮ⱱ鷞Ⳃ侇ꝴס峎㵼ֿ釤ױն侇ꝴ䅮仼爊(䷑鐐䏲յ⚔仼璡)յأ٭ذ
꞊מص٭َتյ鷞Ⳃ٬ֻױ馐ث٭ؼסל璡յ㯸(儔㶨㰢⩩յ⛥㰢䇗璡)عش
䑏ֵס㯸מֿהגל鷞Ⳃص٭َت٬哧״◄哅㲔产ככ
哧סכ׆־Ⳃ⛮骰מל㯸ַםַיص٭َتյ俊壿鷞Ⳃ٬מ
鷞Ⳃסص٭َت٬꞊䑏ֻ┙䷷㲜頻⚡璡ّٚءٞوס车ַױն 

評 価 

指 標 

鶚㍑♓┕鷞Ⳃص٭َت٬㲔产ַי䄫妨סⰟ見 
杯敯⡁ 63.2% 泘嘅⡁ 65% 70% տ

㓹儖亠ꄠ 鐍ֿ鈐״鷞Ⳃص٭َت٬孨Ⳃס䫟鶟 

1-1 子どもの運動・スポーツ活動の推進 
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╈㰢劅鷞Ⳃ鼧孨Ⳃס㏐㓊燯车ס㵚䑴 

鐍ֿ榟尐鵟י鷞Ⳃמص٭َت٬磝ײյ⩗㲔ג☔榟鴜מ״ג
״姲ֿכ׆ַׂי尛굺ײ鈐סص٭َت鷞Ⳃ٬־׆סלյ㯸ע
璡յ㘃ֻֿל㯸㲔产ص٭َت鷞Ⳃ٬ך亠嫎סն鼧孨Ⳃ♓㛙ױ
鷞Ⳃ亠嫎ֿ㛡喋ך╈յ╈㰢劅鷞Ⳃ鼧孨Ⳃס㏐㓊燯车嚀⚡כ䨿ֻյ㯸ל
㛡喋סכص٭َت鷞Ⳃ٬גז見מث٭ؼםյ㛡喋䡗Ꝏ䶹䭤ַױ僶ס
 նױ㍲ך⛮⪑㲔㏐㓊⩗ס亠꞊ם

嚀׀ךֿכ׆׳鈐י禆禈מص٭َت鷞Ⳃ٬ֿהגלյ㯸מ׆
 նױ泘䧗⟊澬ס⚡

 

 

㎻偿هٚؠص٭َت 
㵸╈㰢榟㵚霄מյ㎻偿מꝧ⤹ י ַ  鷞 Ⳃ ٬ ت َ ٭ ص ䷷ 㲜  նױ׀ך䧪䡵מص٭َتםַַךյ僖僀כס䧗㵵ס䫟鶟㡦ص٭َت䧗㵵ص٭َتס⚡յ⛮罫׀ךⱶ⹆ךն扛乢յ◄⯥榼鱮┘釐ך
˥ ⫝洠ס٭لةشغע喋㯸 

♐課䇗䈱(䇗䈱)ס㲔产敯媲 ք⚡  㕙օ稀見⛮罫귆 ք㲔产仼侇օ㎻偿仼夵僖瑬┉㎻偿仼ꢜׂ9301130  

⹆縒◄❆ 

典◹כ鵽䯥ג㯸סׄ⺸ל磝ײ 
䇖䡗䇗䈱(䇗䈱)־夵䇗յ鹟䣆ֿהג㵸㰢劅鋼ゖյ┉稇⛮מⳂג־յ㯸ס־הגל韬ゖמ璻ֻגזַכג◫孱车ױַיזն ס׆☽յ㯸סהגל⛮ⱱמص٭َت哧׳嚀⚡ס⺸┕璡扥憠מյ㵸㰢劅╈٬냕㰢䇗僿ס喋չםⳂ⛼綗䐂ס㓹灄םכ㛡喋םⳂ׀⛮꽦ֹ׀ך⛼䡗ג鷞Ⳃٜٛغրֵֵֽٜٛغ־ց鿥䄭ַׂדג璡յ喋չם䎬ך㯸ֿל鷞Ⳃמص٭َت٬艄⽏٬꞊䑏䧏הյ哧׳嚀⚡מׂט磝؆ױַךն 

⹆縒◄❆ 

あおあかドリル 

小学校訪問 
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 ⯥䫟鶟銶槆ס泘嘅䧗嘅ֵךր鶚㍑♓┕ס鷞Ⳃص٭َت٬㲔产曍♓┕ց
ت鷞Ⳃ٬ע♏նױֵמ㲔产曍ֿ⛥ַ敯媲ך♏מյ攐ע
䫟סص٭َت鷞Ⳃ٬ס♏┩י٬㯸罫沸׀⥸յׂ⛥嵹餉䈱ס㲔产敯媲ص٭َ
鶟ֿ姲ױ״ն 

յ鷞遙ֿ⛷ם侇ꝴ氳٬瞿烕氳ך⩩罫◄☼յע♏┩י٬㯸罫沸׀⥸
Ⳃסص٭َت٬㲔产ֿ㍭ꦘם亠ֿ奂鬳氳㛡ַ䇗♏ךն喋չם侇ꝴ䅮٬㕙䢥ך鷞
Ⳃص٭َت٬㲔产׀ך梪㗞ס⩗㲔㍲מככյג侇ꝴך╈ס癨ⶡ
 նױ俊⹕゛氦㍲סص٭َت鷞Ⳃ٬׀ך㲔产מ
ռ╚ם磝ս 

 㲔产סّٚءٞوص٭َت鷞Ⳃ٬״哧ך㳃仌ֿ♏┩沸׀⥸

♏עךյր㳃仌כց鷞Ⳃص٭َت٬㲔产Ⱏ見ֿ냕ַ־כ׆
׀ךֿص٭َت鷞Ⳃ٬ך㕙䢥⺱עגױյמ稇┉鈐ׂםךׄדלյ㯸
ص٭َت鷞Ⳃ٬״哧ׂⱶ⹆ֿ♏┩י٬㯸罫沸׀⥸յّٚءٞو
◄哅㲔产ױն 

 

ꄇ䃷껬⚥㛻⚡ 
⩩珡٬榟䏻璡ס炘⚡䓪罫ײյ舅玮䑏䚉䓪ꃘ䡗מככյ⺨䇗룻㷺ס◫孱כ⢸䉓סׂט㳝┙泘氳מ㲔产ױַיն ր㵸㰢榟䇗♓┖ցր㵸㰢榟٬䇗ցր╈㰢榟㝵㯸ցր╈㰢榟ցր┉芗(냕劅榟♓┕)ցס牊泘ֵֿױն 

⹆縒◄❆ 

㵸ꄋ◒⩕份ٞت٭ٝغ٭㛻⚡ 
㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡յ㵸ꄋ◒䄫ꣁ┕琂䤗⚡ֿ╚⤹頻⚡ךն 饃ꦕ⮯(km,km,km)յ槀㝵⮯յ䇗룻⮯(㵸㰢榟䇗յ╈㰢榟յ냕劅榟塶♓┖յ塶յ塶յ塶♓┕)מ牊泘ֵֿյ鐍ֿ哧ױ״ն 

⹆縒◄❆ 

1-2 働き盛り・子育て世代の運動・スポーツ活動の推進 
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⹆ⱶׂ哧״鷞Ⳃסّٚءٞوص٭َت٬㲔产 

♏עⶎ䏲侇♓מ鷞Ⳃص٭َت٬㲔产Ⱏ見ֿ奂鬳氳냕ַ
״⮣յ⮣䑏縖מ仼爊٬侇ꝴ䅮ַ仼璡յ⹆ⱶ⚔յ㛤ꝴֻױ璡馐כ׆
 նױ㲔产ّٚءٞوס頻⚡璡㲜䷷׀ךⱶ⹆מ妳鬭ך亠榫⮵י

 

 

 

 

  

 ٜفؔطتؘن٭شئؓؼٖة
典◹סز٭ؤס䧗㵵כסյ٭شئ鵟י鈐㯸⛮ךⳂךع٤يؕ־ն儔㶨㰢⩩յ㵸㰢榟גזַכ㯸סל䇗룻גֵמ⫂㳊ך㲔产ֽיյ哧ַⳂ׀ג⪋嶖⤓鷞Ⳃյ䤷ׅגׄ塛״璡גז✳ٜ٭ٍס㓹儖氳םⳂ׀յع٭ٖبٜهٛغ璡յ儖劲氳ס٭شئםⳂֿ׀⛮꽦ױ׀ךն 

⹆縒◄❆ 

鈐㯸⢸䉓䷷㲜 
㵸ꄋ◒䄫⢸䉓鐐ֿ㲔产ַי⢸䉓䷷㲜סךחյ撜鈐כ㵸㰢榟ס鈐㯸㵚霄ױַיכն ䷷㲜עךյ撜鈐ٍذْס◀ꡔ铺紶յ㯸סל塮ثؕؠ׀ֿײյ鈐㯸┉稇מ哧⛮ׂⳂ־րֵַרց⛮䳩㲔产ױַיն 

⹆縒◄❆ 

 

 ⠕☔ꝧ䷑劅ص٭َت
䄫妨ס鷞Ⳃص٭َت٬䨕艄כ⛮ⱱמׂט㳝┙כ׆泘氳מյ⛮罫귆璡ס䄫玮㰢劅⛮罫产錃ꝧ䷑ױַיն 

♐課䇗䈱(䇗䈱)ס㲔产敯媲 ք稅 㵸օ杶仼偿ⶎ䏲 ք⯥⸉㵸օⰉ鷹姡偿㛤ꝴ ք儖槄㵸օ٤ع٤ِغف仼偿ⶎ䏲 ք┉ ╈օ刎鷹ꄋ偿㛤ꝴ 

⹆縒◄❆ 

鈐㯸⛮䳩䷷㲜랋ꄋ◒⟨哧鼧 
 նױַי㲔产ימ⮉ց頻ג׀ךցրַגր סכץכץלն㯸ך䳩䷷㲜⛮ַי㍑յ䇗ꝴ㲔产מյ鶚מ閾縖㵚霄⟊סאכל㯸ס┕♓塶נ׳ֽֽ

⹆縒◄❆ 
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 䄫妨ס䇖㏯㵜⽜ע⼽鱨䄫ך╈ס奂鬳氳Ꝏַַֹכ攐䐶ֵֿױնך╈סאյ
䄫妨ס⢸䉓כֵך鏀閁ַי亠סⰟ見ע♏♓ֽי┖⛥מյ냕룻縖
釐מ殴յ☭閾־ס⛈䋝ס⽜⢸䉓㵜סյ舅骰ע䫟鶟סص٭َت鷞Ⳃ٬ס
鞝榫ס䤰⯆յ㏐㓊ס孨妳ֵסؔطؼِٖؤ㲔杯璡յ喋չם⣐ꪫךⲖ冽氳ךն 

յ꞊מ㚺ס䑏骰ֹ⛂מյⱶ룻גזַכ┖⛥ס骰⛮嚀耆յ䧏檪״גסא
鷞Ⳃص٭َت٬㲔产٬禆禈׀ך梪㗞ׂט㍲ױն 
ռ╚ם磝ս 

냕룻縖מث٭ؼס㵚䑴鷞Ⳃסّٚءٞوص٭َت٬㲔产 

♏♓עךր⹘☔٬♧ꝴסכ◫孱◫⹘꞊➟ס䦡頻ցֿ鷞Ⳃص٭َت٬
ךյ♏♓גױնױַיזםⰟ見ֿ냕ַׂיזםכ㲔产杼榺٬Ⳃ嚀ס
㞐⺱هٚؠַי⪋ⱶֿ☔ס䄫ס鲣ׂעגױ⺱րص٭َتյ鷞Ⳃ٬ע
 նױַיזםⰟ見ֿ냕ׂց㲔产י䢥㷯מ⚡

냕룻縖ֿ㏐㓊ֽׄמؔطؼِٖؤ◫孱ס┉梪יכ鷞Ⳃص٭َت٬䨿ֻ
յׂטⱱ⛮յ⢸䉓٬־孱◫٬ׂטꝴ♧ֽׄמյ㏐㓊ֻױ馐כ׆ַי
סص٭َت鷞Ⳃ٬ס璡ص٭َت٭ٖؼյ⛮䳩յֹֿםחמꡔ璡◀ٜؕٝن
㲔产嚀⚡䬠❠ױն 

 

 

1-3 高齢者の運動・スポーツ活動の推進 

㵸ꄋ◒ׂ⛮䳩 
鬇⠠◀ꡔյ璦ⱱכ刎鬁䓪ت٤ٚف٬ⱱ┕⺸ס泘氳מյ㏐㓊舅㱝ך车ׇֻ䎎㏐☭閾◀ꡔ⛮䳩ךնⳂ槆鈝ֿםյךو٭ٜءյ舅㱝ױ׀ךךכץךնزشٝعت⛮䳩⮆٬㵸ꄋ◒ׂ⛮䳩⮆ף٬؆⛮䳩⮆ס 3  նױ׀ך僿䏨ֿوشⲖ冽ؓכ㲔产ךعشجյם־ח

⹆縒◄❆ 
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 典◹ؠشم٤ٛٚق琂䤗頻⚡עךյסع٭ٛتؓٚق孨驱յَتٚق
僗扛յ鷞Ⳃ٬סյ꤃ַֿעص٭َتٚقնגױ״嫰泘ם׀뇂ⱱֿ頻סص٭
ⴍ䯵)هب٭ٜؠ٤ؕ׀ך㲔产ֿյ鐍꞊מ䐂䙫璡┘䐂䙫٬סص٭َت
氳)ם攐䐶僗ֽיյؔطؼِٖؤꃘ䡗סיכׂטׄ־ז׀ס孨榫僿
䏨ױ׀ךն 

典◹ؠشم٤ٛٚق琂䤗頻⚡ס嚀鷞ꃘ䡗璡泘氳מ㲔产ٚقג׀י
סص٭َت鷞Ⳃ٬ס璡յ꤃ַֿ縖禆䤔יכ٭ب؝俊⹕孨Ⳃٝסص٭َت
䫟鶟յ꤃ַֿס僗扛מ꞊㏐㓊סיס亠ֿ┉稇מ㲔产׀ך鷞Ⳃَت٬
 նױ俊⹕㍲סص٭
 
ռ╚ם磝ս 

꤃ַֿ縖ס鷞Ⳃסّٚءٞوص٭َت٬㲔产 
꤃ַֿ縖ס鷞Ⳃص٭َت٬㲔产סך┕꤃㙆ַיזםכ骰⛮Ⳃ־

ֿص٭َتյ鷞Ⳃ٬חח㵚䑴מ刎鬁מ攐䓪גזַכ鷿ַס疗㍱׀ךסכ׆
萶䣆ם亠⹆ⱶםׂגյ鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产嚀⚡ع٤يؕםכ㲔产
琂䤗ؠشم٤ٛٚقյ典◹גױնױ车ַ❠յ䗯㕔䬠מככ
頻⚡ס嚀鷞ꃘ䡗璡泘氳מ㲔产סص٭َتٚقג׀י俊⹕孨Ⳃכ٭ب؝ٝ
ؠ٤ؕ״哧מכֿյ鐍׀ךⱶ⹆מ僗扛ゖסյ꤃ַֿ禆䤔י
 նױ俊⹕㍲סص٭َتهب٭ٜ

 

 ٜفؔطتؘنص٭َتؓؼب
╈냕䇗룻㷺⸉⯞塶♓┕ס⢸䉓㘃鶟泘氳מ䇖䡗䇗(䇗)㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡ֿ㲔产ױַיն⹆ⱶ鞝ע扛乢ךյ夵䇗牊泘סל頻⚡ֿꝧ⤹ױַיն 

⹆縒◄❆ 

1-4 障がい者の運動・スポーツ活動の推進 
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 ⚡㛻ٔزش㲜٬ٍ䷷ٔزشٍ
䇗룻꤃ַֿס僗扛מ꞊ׂם磝״յ⹆ⱶ縖⺱㚖٤٘ب٭آؼِٖؤס榟⭳ײրٍٔزشց㲔产׀ך㕙ֿיכյ夵僖瑬㎻偿仼סրٍٔزش䷷㲜ց־סյ磬꽦ֿיׂם妳鬭מ⹆ⱶ׀ךրٔزشַٍנֿ׆頻⚡ցꝧ⤹ױַיն  

♐課䇗䈱(䇗䈱)ס㲔产敯媲 ք⚡  㕙օ稀見⛮罫귆 քꝧ⤹仼侇օ夵僖瑬┉㎻偿仼頻⚡ע 11 僖ն☽ס僖ע䷷㲜9301130  

⹆縒◄❆ 

꤃ַֿ縖(⩩)姡嬅䷷㲜 
꤃ֵַֿס䄫妨ס亠㵚霄מꝧ⤹ַי姡嬅䷷㲜ךն ⠕չיֵמٜيٝסյ⸉⯞氳٤ُ٭ص٤ُמ亠䌋ך䧗㵵״גյךד⹆ⱶױַיזםׂն 

⹆縒◄❆ 

 㲜䷷⯥⭳ص٭َت٭ٖؼ
 նױַיַדגַ؆ׂג㚜ַֹכցַגגױցրגז־ր哧ך頻☔妳עצ舅榺鷛גז✳ٜ٭٤ٍ؞ך╈յֽי㲔产כהגל㯸סն 攐⮯䶹䭤䷷㲜ױַי⤹꽦䷷㲜ꝧ⛮ס˥ص٭َت٭ٖؼיכյ䪧哅䫟鶟㡦ֿ㵸㰢劅鋼ص٭َت
˥ⳏ䷴ס٤٘ب٭ؙٛؠٝד׆מ┉梪יכ妳鬭מ哧כ׆׳╚浌גכ鷞Ⳃכ׆סص٭َت٬ն 

⹆縒◄❆ 
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 㵸ꄋ◒䄫עמյ䄫⫂מ䦠憠糋ׂ仼儖鼽䷓و٭ٜء㝵㯸ꣁ┕鼧־סյ頻㰢
㏇⛨縖ؠشم٤ٛٚق٬ؠشم٤ٛ؛־璡ס㎁꤀頻⚡מ⭳㕙㛡ׂوشعס
䎬םյ喋չע◹典סّ٭زوشع٭شئյגױնױ㰆㏇ֿع٭ٛتؓ
 նױַך؆磝מ孱◫סכ䄫妨ך

⚡յ⪒㎁頻⚡յ㎁꤀頻ֿّ٭زوشعع٭ٛتֵؓס־מ䄫גֹ׆
璡ך孨驱עכ׆յ䄫妨מ頻ם׀㛰כ䚉Ⳃ┙ֻյ䄫ס䚁浓鷞Ⳃ٭َت٬
ع٭ٛت٬ّؓ٭زوشعնױֿםחמכ׆״䙫培냕꞊䑏㵚מص
סյ䄫妨⭳Ⱘ⚡孱嚀◫סכյ䄫妨מככ䑴䭤٬䶹䭤׀禈׀孨Ⳃ䌕ס
鷞Ⳃص٭َت٬㡎ׂטׄ־ז׀״յ琂䤗耆ⱱ┕⺸ס䶹䭤ױնגױյ
㏐㓊ص٭َتך哧ׂ㱦⪒מ禈ֹׄյ䧗㵵縖ס罫䡗䶹䭤ױն 
 
ռ╚ם磝ս 

 ┕⺸琂䤗耆ⱱ٬䧗㵵ⱱג鵽䯥כ璡ع٭ٛت٬ّؓ٭زوشع

䄫ّ٭زٞوֵס־מ♿哅յ頻㰢璡כ鵽䯥י䷷㲜铺綗⚡յ铺庋
⚡璡ꝧ⤹յ鷞Ⳃص٭َت٬㲔产縖ס艄⽏٬꞊䑏ס暠䐂כ琂䤗耆ⱱס⺸┕յ
䧗㵵縖ס䧗㵵ⱱ⺸┕㍲ױն 
䧗㵵縖铺綗⚡璡ס䗯㕔氦⟓ 

⛮罫⚡璡כ鵽䯥יյ典◹齉琂䤗㍚⛮ֿ㲔产铺綗⚡յ溿⟣璡ס䗯㕔
氦⟓㍲յ䧗㵵縖ס鞲劲䐂鸵⮉ם䧗㵵ⱱס暠䐂䶹䭤מככյ车
 նױ⟓䗯㕔氦꞊מ注鐶猜ס䧗㵵璡ג鷨ׁ׀

  

1-5 競技能力・指導力向上への支援 

㵼䇗㵼㝵ꄇ杶䷷㲜 
㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡ֿ┕姡⪜㎥鷞Ⳃ产錃ך䇗מ㍑㲔产ַיյ㵸㰢榟㵚霄גכꄇ杶䷷㲜ךն ⩕ٞوꄇ杶鹟䣆ס䧗㵵כסյꄇ杶ס㓹儖כ哧⛮꽦׀ך鞕ꄆם嚀⚡ױַיזםכն 

⹆縒◄❆ 
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颦亠䷷㲜 
ր⻄ס颦ֿ鶟ցמُ٭طյ㵸㰢榟䇗榟䇗榟㵚霄מ㲔产ַי䷷㲜ךն❆䇗յꄇ䃷껬⚥頻⚡מ⯥ס㲔产ױַיն ䷷㲜מؠشم٤ٛ؛עך⭳㕙ג⩕ꣁ┕鹟䣆מ铺庋כ㲔䤗䧗㵵ׄױ׀ךֿכ׆ն 

⹆縒◄❆ 

㰢菚㛻٭شئهٚؠ䷷㲜 
㎁玮頻㰢嫎☔典◹㰢菚頻㰢סכ鵽䯥䫟鶟מ꞊㲊מ㓹׀ט㲔产ַי㵸㰢榟⺸ׄ٭شئס䷷㲜ךն⺨㰢䇗☔爊䈱ֿ⹆ⱶ յ 典 ◹ 㰢 菚 頻 㰢 ס ئ ش  ٭ 㕙☔䄄莔٭شئך哧ױ״ն 

⹆縒◄❆ 

ꣁ┕䷷㲜랋ꄋ◒⡣哧鼧 
㵸㰢榟㵚霄מյ⯥僿٬䏲僿⺨㍑爊䈱ס啶䡗ךꝧ⤹ַי䷷㲜ךյ颦٬䤷ׅ٬饥ַֹכשꣁ ┕ ס 㓹 灄  㰢 ש ׆ כ ֿ ך ׀  նױ

⹆縒◄❆ 
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 鷞Ⳃעص٭َت٬յ琂䤗סיכⳏ䷴鋗ꎰ泘氳מכ׆כ槳ױյ⢸
䉓ס⟊䧏٬㘃鶟ٜؕٝن(谑䍏敯䛜)٬☭閾ס◀ꡔ璡յ䑏骰ס⢸䉓מׂט頻׀
 նױג䏔Ⱏ冽ם

٬عشؙؕر٬ׂטⱱ⛮䄫妨ֿր⢸䉓٬סיׯյעך鐧削ع٭آ٤ؓ
鷞Ⳃ┘餉鉮寕ցֿ鷞Ⳃסص٭َت٬㲔产杼榺٬Ⳃ嚀כםכ㍑璻־כ׆ַי
 նךꄆ釐ֿׂט⢸䉓ג鵟ص٭َتյ鷞Ⳃ٬

二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ס䚉刌䦡頻ס䏅ꮶך鷞Ⳃסص٭َت٬嚀⚡ֿ峎㵼
䖾䏅ꮶס⢸䉓ס䑏骰סלյ㯸┖⛥ס璦ꄈ٬璦ⱱյ鏀湳嚀耆סյ냕룻縖ֽי
ֿ䠫䒝־כ׆յր二ַ榟孨喋䌋ց璡ס㚺מ㵚䑴גյ䆋䇶ַ䇗룻㷺
雛ֽׄמ♏յ☔榟䇗侇䫟鶟ص٭َت鷞Ⳃ٬״磝מ亠ֿ妳鬭ס
 նױ䫟鶟ׂט⢸䉓ס䑏骰םכ㓹泅ס榟尐ם־

 

 䄫妨ֿ鷞Ⳃص٭َت٬㲔产꤀מր⢸䉓٬⛮ⱱ٬عشؙؕر٬ׂט鷞Ⳃ
┘餉鉮寕ցֿ╚ם杼榺־כ׆ַיזםכյ䇗룻鷞Ⳃ耆ⱱ璡מ꞊䆋䇶
ַ䄫妨ֿ⹆ⱶ׀ך⢸䉓٬ع٤يׂؕט䷷㲜ꝧ⤹מככյ鷞Ⳃَت٬
ցրꪫ⠠ַׂם遙ֿ⛷מցր侇ꝴ氳ַր☼◄ֿ䑮עמ꤀ַם׀ךַםص٭
ص٭َت鷞Ⳃ٬ך╈סյ仼䅻榟孨ֻױ馐כ׆ַיזםכ꤃㙆ֿכ׆ցַ
㲔产סךֹֻ䗯㕔䬠❠鷞Ⳃסص٭َت٬ D(٭ْ٭ؚنت٤ٚعٜذةظ
 նױ禴䧏٬㘃鶟䶹䭤ס⢸䉓סյ䄫妨מ㷣ꝧס磝מ(٤٘ب
ռ╚ם磝ս 

⢸䉓מׂט鞲٬ع٤يؕ䷷㲜璡סꝧ⤹ 
־Ⳃ⛮骰ך╈ס舅抅梪㗞ם־雛ֵךײ䍚ס璡յ儖䄫ء٤؞٭ؚٜؗ٭َ

㲜䷷٬ع٤يֿؕםחמׂט⢸䉓䷷㲜璡յ⢸䉓ع٤يؕ׀ךֿכ׆
璡㲔产ױն 

  

評 価 

指 標 

舅骰ע⢸䉓ֵךյ仼䅻榟孨מ䶹꤃כַםע䚉䄫妨סⰟ見 
杯敯⡁ 75.8% 泘嘅⡁ 80% 禴䧏 տ

㓹儖亠ꄠ 鷞Ⳃص٭َت٬鵟ג⢸䉓ׂט 

2-1 健康の維持・増進活動支援 
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仼䅻榟孨סך鷞Ⳃסص٭َت٬嚀⚡ס䬠❠ 
绷㕙㳃䉀ך㲔产׀ך鷞Ⳃסص٭َت٬䗯㕔䬠❠㍲ױնגױյَت

梪׀ך㲔产ֿص٭َت鷞Ⳃ٬מ妳鬭ך产錃٬狜ꝴ璡ס⫁䄫ס产錃♓㛙ص٭
㗞ׂט吾鋀ױն 

 

 

 

 

 

 

 

 㲜䷷ء٤؞٭ؚٜؗ٭َ
랋ꄋ◒⟨哧鼧ֿ╚畘םכյ㵸ꄋ◒⪜㎥璡⚡㕙מյ儖ٜ٭َס䧏ء٤؞٭ؚؗסיז䷷㲜㲔产ױַיնَٜ٭䧏ךכ׆ח ┕ ⶐ 骰  ✳ ז ג ⪒ 骰 鷞 Ⳃ כ  նױ냕ַ鷞ⳂⲖ冽ֿ䐂ء٤؞٭ؚؗס㘃ⱶ璡յ鵟䅻ס寕鞝ꄈ٭؟ٜؾャյؙ䷉סյ㣓ⳙם

⹆縒◄❆ 

⢸䉓䷷㲜 
㵸ꄋ◒䄫⢸䉓鐐עךյ䡗☔⟊⢸◄哅ס┉梪יכյٞٓؤ ˥  նױַיז鷞Ⳃ䧗㵵车ךُ٭طם喋չ꞊מ璡յ⢸䉓(ٜؕذت㣓ⳙ٬)ؠْؕؔظյٍ萴鲭סꡔյ轑畘◀ס檮ֹ矴㶿檪յ끌睱
˥ 檛䖱냕룻מ鷞Ⳃ遊ס꤃㲹מ燯Ⳃ嚀耆ג┖⛥ס敯䛜ֵךրّٞ٭ٞغ٤بهؔطٓؤցס鵟燡ն 

⹆縒◄❆ 

 

⛮ⱱ峮㲊(ص٭َت䫟鶟㡦) 
䄫妨ס⛮ⱱ禴䧏כ鷞Ⳃ綗䜉סׂט䶹䭤泘氳מյ㵸ꄋ◒䄫稀見⛮罫귆⚡㕙מ䇗䈱յ塶♓┕♓┖ך㲔产牊泘㚺ֻי⛮ⱱ峮㲊㲔产ױַיն 

⹆縒◄❆ 

 ة٤ٝٔز㎁⟊⢸䇞ַנֿ׆
㵸ꄋ◒䄫⟊ꣅ䇗ꄋ鐐ֿ㲔产ַיյ⢸䉓ך䇞ם榟孨Ꝏׂ禈ׄס״גַׂי⢸䉓ׂט䑴䭤◄哅ךնעגױٛو٤ؚؓنع٭ُت孨Ⳃꄈ銶ء٤؞٭ؚؗמ⢸錚錚璡מյَؕع٤ ֿ 鞎 ױ  յ 俌 ⿁ כ ◫ 䬵 ך ׀  նױ

⹆縒◄❆ 

活動量計 
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⛮ⱱ峮㲊(ص٭َت䫟鶟㡦) 
塶♓┕ס䄫妨㵚霄מյ⹆ⱶ鞝⫃(⟊ꣅ乢)ך㲔产ױַיն塶♓┕儔嵹ך樟ם牊泘㲔产յ⛮ⱱ٬璦ⱱױ׀ךؠشؘزն 䄹僶縖עյ仼ꮽס鷞Ⳃص٭َت٬璡מ꞊⢸䉓注鐶ׄױ׀ךכ׆ն 

⹆縒◄❆ 

⛮ⱱ峮㲊铺綗⚡(㵸ꄋ◒䄫䖫⹘هٚؠ˥鵽見⚡) 
꤃㲹擻塥车璡מյ仼䅻榟孨מ䑒釐ם⛮ⱱ䤧䭂יյ☭閾㴏׀גꡔׁյ⢸䉓㵜⽜䋝כ׆ף泘氳מ㲔产ױַיն 
˥䖫⹘هٚؠ(縏☔هٚؠ)עյ哭נ塶♓┕ס亠㵚霄מյ舅╚氳ח־妨╚氳ג⛼מ⪒㎁氳磝笝ךյ炘⚡㜩☼յ⹘䚁յ榟٬ַֿ׀⢸䉓ׂט璡ס䫟鶟מ⺸ׄյ㎁舅媩⛮ס־䶹䭤ׄ孨Ⳃַי㍚⛮ךն 

⹆縒◄❆ 

㵸ꄋ◒ׂיׂי MAP㵸ꄋ◒הױ塥وشُ׀ 
㵸ꄋ◒䄫⢸䉓鐐յ㵸ꄋ◒䄫鈝⩞׆ֽהױ⚡ֿ⛼䡗גյ䄫⫂הױס״ֽס塥ع٭ٜ׀뇂ⱱعشَت磆☭ךوشُגն 㵸ꄋ◒ׂיׂי MAP  նױַי鋗䗯㕔ח䏔玮מ꤀㲔产ء٤؞٭璡յؚّؗ٭ؚنء٤؞٭ؚؗם杼䘶氳Ⲗ冽סء٤؞٭յؚؗעמ

⹆縒◄❆ 
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 攐מ俊壿鷞Ⳃص٭َت٬㲔产ַםַי׀ך䄫妨ס鷞Ⳃص٭َت٬㲔产ַֽמ
 նךꄆ釐ֿׂטׄ־ז׀鉴מꪫ氫哧סص٭َتյ鷞Ⳃ٬עי

喋չם侇僿٬㕙䢥٬侇ꝴ䅮יַֽמյ妳鬭מ⹆ⱶյ磝״鷞Ⳃ٭َت٬
 նױ㲔㍲⩗ס⚡嚀ח٬꞊䑏䧏⽏艄מص٭َتյ鷞Ⳃ٬㲔产ع٤يؕص

敯ַ⛥ע鏀湳䈱ס䄫妨㵚מ꞊鵽◄哅ص٭َت鷞Ⳃ٬ס⫁䄫עךյ杯敯גױ
媲ױֵמն䄫妨ֿ鷞Ⳃסص٭َت٬嚀⚡鴢ַֹםյ䄫⫂ס鷞Ⳃَت٬
 նױ䍚⟓䗯㕔氦꞊מ哅◄产錃٬ص٭
ռ╚ם磝ս 

妳鬭מ⹆ⱶסع٤يؕص٭َت׀ך㲔产 
րٜفؔطتؘنص٭َتցրꄇ䃷껬⚥頻⚡ցյր㎻偿هٚؠص٭َتց璡յ

仴㰆ص٭َتס◄哅מ⹆ⱶֹםׂ䇶㕔ס䍚璡吾鋀ױնֵ
嚀⚡䬠❠յ䗯㕔氦⟓璡㲔产סص٭َتյ鷞Ⳃ٬יַֽמ璡ع٤يյؕי
 նױ
喋չם䇶㕔㨥⛮ס孨榫٬鵽䯥յ䇶㕔䣆壿ס䷉ャ٬⩗㲔 

⪜妨ס喋չם䇶㕔㨥⛮ס孨榫٬鵽䯥仴㰆ס䇶㕔䣆壿ס䷉ャ٬⩗㲔מյ
䄫⫂ص٭َتס产錃产錃ꝧ䷑璡ס磝מ꞊䗯㕔氦⟓䍚յص٭َت
◄哅ס鏀湳䈱⺸┕כ⮵榫٬⹆ⱶ亠嫎ס⼽湳㍲ױն 

䗯㕔氦⟓ֽׄמ鵽䯥鵟יյ䄫妨⺱㚖ס◫孱䄫⫂㍚⛮٬磝笝ס嘦了氳
孨ⳂⲂׄ見ַ٬䶹ֻ見ֹص٭َت鷞Ⳃ٬ס⫁յ䄫鶟➢ׂט➟ⱱ꞊ם
꞊➟ס啶疣ױׅםחמն 

 

2-2 運動・スポーツに興味・関心を持つ機会の充実と情報発信の強化 

典◹㵸ꄋ◒ס仼 
典◹מّ٭أّ٭ٌס䄫妨䦙䏨ַ׀דגյךّؓةذت仼儖סتٚؠوشع鹟䣆סהג驱Ⳃ⛮䚉ױ׀ךն 䎎仼עյ㵸ꄋ◒䄫ס־䈘艥ֿך٭٤زش؞⭳䈘璡յ鷞Ⳃص٭َت٬♓㛙ס㵸ꄋ◒䄫ס뇂ⱱ哧ױ״ն 

⹆縒◄❆ 

(画像提供)ＦＣ東京 
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 ٜفؔطتؘنص٭َت
랋ꄋ◒⟨哧鼧ֿ╚畘םכꝧ⤹ַיյ䇗룻磬꽦յ꤃ַֿס僗扛־־מյךד䣆鬭מ骰⛮Ⳃ־哧״喋չص٭َتם⛮꽦ךع٤يؕ׀ךն 

⹆縒◄❆ 
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 仼䅻氳מ鷞Ⳃמص٭َت٬鈐׳綗䜉עמ״גׄחյ妳鬭מ鷞Ⳃ٭َت٬
յ䄫״גסאնױ״㲔ֿ姲⩗ס⚡嚀㕙ם骰鲣׀ךֿכ׆㲔产ص
妨ס鷞Ⳃסص٭َت٬㕙יכ鈐ַיױ⪜㎥٬姡鱨璡ס舅抅梪㗞㰢劅
⛮罫产錃璡סכ鵽䯥յص٭َت孨Ⳃ㍚⛮⚡յع٭ٛت٬ّؓ٭زوشع璡כ
 նױ㲔㍲⩗ס⚡嚀㕙סص٭َت鷞Ⳃ٬םյ骰鲣מ鵽䯥ס

 
 

妨ꝴס䧗㲊畘杼縖璡כャ䷉סյ产錃ׂ➢榫⮵ס㷺┉ס产錃ص٭َت⪧⪛ 
 նױ鷞榫畘杼㍲םⲖ冽氳٬Ⲗ曍氳ס产錃ג־孨ؗـؗؿס

㰢劅⛮罫产㎥璡⪛յ⪜⪦产錃յ鷹饟٬־ס产錃ص٭َت⪧⪛סյ仴㰆גױ
錃յ妨ꝴص٭َت产錃璡כ鵽䯥յ鷞Ⳃֿص٭َت٬㲔产׀ך㕙ס⩗㲔㍲
 նױ
ռ╚ם磝ս 

㱦⪒٬䒍鸵ص٭َت⪧⪛ם产錃梪㗞丝⤓ 
㵸ꄋ◒䄫⪜⪦产錃璡稀見畘杼銶槆⹕צ⠕⮯产錃銶槆מ㓹׀טյ✳ַׂ㱦

յגױնױ׀ַיャ㲔产䷉ס产錃מככ畘杼מ⮉鸵יכ产錃ם⪑
䧏禈⺎耆ص٭َتם产錃ֵס亠吾鋀ױ׀ַיնֵיյ⮵榫縖ס⮵
➘䓪냕عنخ״ꪫס⩗㲔吾鋀ױն 

 

㰢劅产錃٬妨ꝴ产錃ס䄫妨ꝧ䷑ 
䄫⫂ס㵸╈㰢劅ס劅䉀⛮罫귆璡ס⛮罫产錃יַחמ骰鲣ם鷞Ⳃص٭َت٬

ם㵼ֿ꞊סכص٭َت鷞Ⳃ٬յ㰢劅גױնױ䫟鶟䷑ꝧיכ㕙ס
ַ亠ך⮵榫ַֹյ䗯㕔氦⟓סّٚءٞو⩗㲔璡מⲃױ״ն 

产錃䄫妨ص٭َت鷞Ⳃ٬ַי頻㰢璡ֿ䢥僗哅♿ס⫁յ䄫יֵ
ꝧ䷑ױׄ־׀⥸ֹ׀ךն 

䄫ص٭َت产錃˥ס⮵榫縖丗 
評 価 

指 標 53.6 ┒ 60 ┒ 禴䧏 杯敯⡁ 泘嘅⡁ տ
˥䄫ص٭َت产錃稀見⛮罫귆յ剳㸓⪜㎥⢸䉓鷞Ⳃ٭ذ٤جյ┕姡⪜㎥鷞Ⳃ产錃յ㵸ꄋ◒䄫ع٭ؤتؼط 

㓹儖亠ꄠ 鷞Ⳃص٭َت٬梪㗞ס⩗㲔 

3-1 安全で快適に運動・スポーツができる場の充実 
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㱦⪒ם产錃⮵榫ס䫟鶟 
二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮◀ꡔ䐿䈓յ㱦䑏י产錃⮵榫ֹ׀ךⲃ

❠䧗丗⡁璡䗯㕔䬠倄מ榫縖⮵יכյ掂╈檮㵚瓀גױնױ״
车ַյ㱦⪒畘杼㍲ױն 

   

稀見㰢ꢙةشٝتؿؠط⛮罫귆סꝧ䷑ 
稀 見 㰢 ꢙ ط ؠ ؿ ت  ٝ ش ة כ 䄫עյ䇖䡗䇗(䇗)僖מⴍ䦮鵽䯥㲊稤磵յ注◍מⱱי㏐㓊ס氦㷣⹕צ☔免罫䡗מ磝؆ױַךն סא┉梪יכյ䇖䡗䇗(䇗)僖յ⛮罫귆ס䄫妨ꝧ䷑㲔产ױַיն 
˥ ⮵榫עיזגֵמ㍚⛮氧ꎰֿ䑒釐 

⹆縒◄❆ 
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㵸ꄋ◒䄫稀⺬⛮罫귆 ع٭ؤٜ٭ٍعشآتف 2 ꪫםع٭ؤٜ٭ٍ٭ٝف 3 ꪫ⮵榫⺎耆ם頻⛮罫㲜״עյ㵸⛮罫㲜յ䇦⩩⛮罫㲜כ刎鷹㕙յⰉ鷹㕙յء٤ؼ٭ٝع㲜յ峪姡ٜ٭وյٚء٤ؼ٤颦饟璡ױַיֻ⤓ն  剳㸓⪜㎥⢸䉓鷞Ⳃ٬ت٤ر٬تؠلؙٞؓ ٭ذ٤ج⛮䳩ך⮵榫ء٤ؼ٭ٝعّ٭ٜتؾعشؔن٤٭ٛء׀ך㲜յ峪姡ٜ٭و璡גֻ⤓⢸䉓禴䧏㘃鶟产錃ךն  
㵸ꄋ◒䄫ع٭ؤتؼط㕙 㵸䇖䄫┕姡槄 3 ┊泘ֵמյ⪒㛾⠮㑔(ع٭ؤؼّ؛)ع٭ؤتؼطס㕙ךն⼽鱨עꪐם־⛨㱝㏐ךյמ٭ٝو╈׀ך梪㗞僗ױַיն  ┕姡⪜㎥鷞Ⳃ产錃 䄫玮瑬┉╈㰢劅٬䄫玮瑬◅㵸㰢劅מꤍ䫘产錃ך㛙⼽ע稅מ㍱גױ荁㞐ם梪㗞僗ױַיն产錃⫂עמյ鬁䌋ꄇ杶ٜ٭ٍع٭أ٬ٜ٭ٍعنخ٬璡מ⮵榫׀ך㛡泘氳כغ٤ؗٚءյױֵֿع٭ؤتؼطס٭ٝؠն 
ך产錃ֵמ⫁䄫玮瑬┉╈㰢劅丢㏐ تؗـهٚؠ╈┉ յ 䄫 妨  ס ꝧ ䷑  车 ז י ַ  նױ鐶鎇㲜ֵֿכ刎Ⰹ鷹㕙עמ⫁ն产錃ױ

 

䄫⫂ص٭َت⪧⪛ס产錃 
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 稀見㑔㏐㓊هٚؠص٭َتյ⛮罫⚡סאכⱶ沾㍚⛮յص٭َت䫟鶟㡦璡تס
նױ䫟鶟㍲סص٭َت鷞Ⳃ٬ס⫁յ䄫鵽䯥㍲ס㷺┉סכ⛮꞊鵽㍚ص٭َ
꞊מص٭َت鷞Ⳃ٬ס产錃璡յ䄫ص٭َت哅٬妨ꝴ♿ّ٭زوشعյמ
 նױ㲔㍲⩗ס⯆⛮䶹ֻص٭َت鷞Ⳃ٬סյ䄫妨䆋䇶ׂ鵽䯥כ⛮╚
ռ╚ם磝ս 

 鵽䯥䫟鶟סכ꞊鵽㍚⛮璡ص٭َت
랋ꄋ◒⟨哧鼧㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡յص٭َت䫟鶟㡦גזַכ䄫⫂٭َتס

־מ䄫גזַכ㝵㯸ꣁ┕鼧و٭ٜء䷓仼儖鼽◹յ典־ס⛮꞊鵽㍚ص
鵽כ产錃璡ص٭َت妨ꝴ頻㰢٬㰢劅ס⫁哅յ䄫♿ّ٭زوشعֵס
䯥յ鷞Ⳃסص٭َت٬㕙٬嚀⚡ס⩗㲔㍲ױն 
㏐㓊סכ鵽䯥מ鷞Ⳃص٭َت٬䶹ֻס⯆⛮⩗㲔 

儖䄫ס䍚ֵךײ雛ֿؔطؼِٖؤם־罫؆דյ㏐㓊ס㛡喋ם㍚⛮٬☔免כ
鵽䯥յ鷞Ⳃع٤يؕص٭َت٬璡䶹ֻס⯆⛮⩗㲔㍲ױն 

 

3-2 運動・スポーツを支える体制の充実 

㵸ꄋ◒䄫סכتٞ؝ْכⴍ䦮鵽䯥㲊 
♐課䇗(䇗)僖仼յهٚؠص٭َتրْتٞ؝ց㷣ꝧַיꄇ兎┘Ⳃ榤ٚؕنص٭َت劔䌋⚡炘כ㵸ꄋ◒䄫עյ⪒┩♏ص٭َتס䨕艄⹕צ⢸䉓㘃鶟璡鶟״גַׂי״յⴍ䦮鵽䯥㲊稤磵גױն☪䏲յ产錃ס㏐㓊ꝧ䷑յ䄫玮╈㰢劅鼧孨Ⳃס⹆ⱶ璡גׄ⺸מ磝鶟ַׂי״◀㲊ךն 

⹆縒◄❆ 

典◹ٗ٭ظّ٭ؚنؼ 
䄫绷璡ֿ典◹ّٗ٭ؚنؼ璡骰מ浓ׄי哅ⳉגֵמյ䄫ّ٭زיֵׅ䑴䭤♿槆ךն 典◹ס劔╚ֵך䄫(㵸ꄋ◒䄫յ㵸䇖䄫յ鐧䄭䄫յ里典◹䄫յ䈡╈䄫յ└똜䄫)ֿ鵽䯥י㲔产ֽיյ┉⛮יזםכ沸ױַיׅ┕ն 

⹆縒◄❆ 
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瑬珕 銶槆ס䫟鶟יזגֵמ 

 

儖銶槆䫟鶟״גյ⺨╚⛮ֿ注◍מ䏔Ⱏ⮆䥵כ鵽䯥㍲磝鶟ױ״ն 

 
㵸ꄋ◒䄫䷷罫㡦⚡ס䏔Ⱏ 

儖銶槆瓀㲊յ銶槆מ㓹ׂט◄哅车ױ׀ַיזն㓹儖杼䒝מ䫴ׅגր雛
⢸鼧ꝛ⟊ס⫁յ䇳ׄ⺸מ㘃ⱶס䄫妨ց鷨ׇמככص٭َت榟尐鷞Ⳃ٬ם־
י鵽䯥כ䫟鶟㡦璡ص٭َت焰炮鼧ꝛյ랋ꄋ◒⟨哧鼧յ㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡յ
䄫妨ס鷞Ⳃص٭َت٬孨Ⳃ䶹䭤ױ׀ַיն 

鷞Ⳃص٭َت٬䫟鶟ס┉縀䥵ַיז랋ꄋ◒⟨哧鼧כ㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡ֿյ
䄫妨ֿכ嚀꞊סאյמככ⤓兢♭丝ֹג冽מ⮆䏔Ⱏⶇסא
⥸י鷞Ⳃص٭َت٬◄哅ֹֿ׀ך鐧丝嚀耆䥵ַױն 

랋ꄋ◒⟨哧鼧ס䏔Ⱏ 
㏐㓊⛨妨ֿ╚⛮יזםכ鷞ㅀיכهٚؠص٭َتյ☪䏲מ䄫妨מ鏀

湳յ⚡㘃ⱶهٚؠכ鷞ㅀמ犉哕氳מ⹆ⱶ☔免ס㘃ⱶמյ骰鲣ם㏐
㓊ך䆋䇶ַ䇗룻㷺㵚霄מյ妳鬭מ⹆ⱶםֹ׀ך孨Ⳃ㷣ꝧյ랋ꄋ◒⟨哧
鼧ֿ舅玮氳ח־禆禈氳מ鷞ㅀֿכ׆ַׂי僿䏨ױնגױյ鷞Ⳃَت٬
䥵ַ䣆סص٭َت鷞Ⳃ٬סյ㏐㓊哅㷣ꝧ◄גׄ⺸מׂט㏐㓊䨕艄סص٭
 նױ״姲䏔Ⱏסꃘ䡗ؔطؼِٖؤ㏐㓊䏔Ⱏסיכ

  

 䫟鶟⛮⯆ 

䷷罫 㡦⚡ 랋ꄋ◒⟨哧鼧 

⛮罫 ⚡ ㏐ 㓊 

 䫟鶟㡦ص٭َت
䧗㲊 畘杼縖 

鷞Ⳃסص٭َت٬䫟鶟 
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㵸ꄋ◒䄫⛮罫⚡ס䏔Ⱏ 
鷞Ⳃמص٭َت٬꞊⺨牊◄哅㷣ꝧיזמכ׆յ䄫妨ס⢸䉓㘃鶟⹕

䥵ַס孨Ⳃص٭َت鷞Ⳃ٬סյ㏐㓊յ☪䏲ֽי┙㳝ׂ׀頻מ┕⺸סⱱ⛮צ
䣆יכ㛡ׂס僿䏨ֿ䧏ױַיגնגױյ琂䤗ص٭َت㍚⛮ס礴䦮磝笝
צ㘃ⱶ⹕ס⛮俊⹕յⱶ沾㍚סص٭َتؓؼب罫䡗סص٭َتؓؼٖةյיכ
磝笝䍚┉㷺鶟מככ״յ琂䤗縖䧗㵵縖ס罫䡗䶹䭤璡ֿ僿䏨ױ
 ն

 䏔Ⱏס䫟鶟㡦ص٭َت
㲜璡䷷ص٭َت鷞Ⳃ٬׀ך璡յ䆋䇶ַ䄫妨ֿ⹆ⱶٔزشٍص٭َت٭ٖؼ

ׂטⱱ⛮䬠❠յ⢸䉓٬ס⚡嚀ص٭َت鷞Ⳃ٬סյ䄫妨㷣ꝧמ哅犉哕氳◄ס
ֿ☔גז־םַיז车ص٭َت鷞Ⳃ٬עյ☪䏲מնױ״䏔Ⱏֿ姲ס
妳鬭מ⹆ⱶס״גֹי♿槆玮勅յיכ٭ذ٭ؾؔظ٭ؤ㏐㓊ס鷞Ⳃ٬
 նױ״䏔Ⱏֿ姲ַׂי孨Ⳃ䫟鶟ص٭َت

䧗㲊畘杼縖ס䏔Ⱏ 
䌕׀禈׀յ产錃ס畘杼鷞ㅀ鸵⮉מ㲔产מככַׂיյ䄫妨ס㛡喋٭ؼם

յ产錃גױնױױ僶ֿכ׆ַׂי❠㷺䬠┉ّٚءٞوג㵚䑴מث
鷞ㅀؗـؗؿס孨י־յ䷷罫㡦⚡鷞Ⳃص٭َت٬㍚⛮כ鵽䯥י䄫妨ס
鷞Ⳃص٭َت٬䫟鶟鶟ֿכ׆ַׂי״姲ױ״ն 

㏐㓊⛨妨٬♿哅٬㛻㰢璡ס䏔Ⱏ 
㏐㓊ס舅抅ؔطؼِٖؤյ产錃☔免גזַכ攐䓪孨י־յ妳鬭מ⹆ⱶ

טׄ־ז׀סص٭َت鷞Ⳃ٬סյ䄫妨璡㲔产ع٤يؕص٭َت鷞Ⳃ٬׀ך
 նױ״姲ֿכ׆ַׂי״鶟ׂ
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⺨产瓀ס鶟䩖敯媲עיַחמյ銶槆Plan㲔车Doמ燯յסאⲖ冽٬
䡗冽憠吾٬鍐❫Checkյ䑒釐ם䷉ャ瓀Act铺ֿםյ銶槆ס韬氳
յPDCAׅםחמ┕⺸  նױ鶟车畘杼车ַמٜؠؕئ

Ⲗ冽٬䡗冽ס憠吾٬鍐❫עיַחמյ꞊➟⺨鐐סכ䗯㕔⪦僗㍲ֿםյ㏐
亠䷷罫车䷓ס磝笝⹕צ鷞ㅀמ꞊嫎䏱瑬  兢מ㓹ׂט㵸ꄋ◒䄫䷷罫㡦⚡ס嘤
מ㷯◄ⳉס畘杼⹕צ㓴车ס敯媲ס憠吾⹕צ鍐❫䇗㍑㲔产ױնגױյ
Ꝏ僿稀見銶槆璡ס꞊➟銶槆גזםכ⛮┉כ稀見氳ם车䷓鍐❫璡车ַױնֽםյ
꞊鵽嫎⯆䈱┕⛣꞊鵽銶槆ס㚺催٬釤泡յ儖䄫ס鷞Ⳃص٭َت٬䫟鶟מ鞲
二סعؠؘةٞوםג⪮⛮璡յ儖䄫ס鷞Ⳃص٭َت٬䄢ׂ炘⚡磬岷䗯ⳙ
ױ车ַ釤泡ם刎鬁ַם➟מյ侇僿עיַחמ㕙見ג㚺ֿ榟ם׀頻מ
 ն

 

 

˝产瓀璡ס鍐❫˝产瓀璡ס釤泡

˝产瓀璡ס㲔产˝銶槆ס瓀㲊
˝銶槆ס釤泡 Plan

銶 槆
Do

㲔 车
Check
鍐 ❫

Act
䷉ ャ

 鶟车畘杼 
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※原文のまま配付しますので、氏名について

~も公開の対象となります。 ~

※公序良俗に反する内容や個人情報に関する

内容等の場合、配布しません。
小金井市生涯学習部生涯学習課スポーツ振興係

〒184-8504小金井市本町6－6－3 連絡先:042-386-2462

･FAX:042-383-1133 E-mail :kO20299@koganei-shi.jp

意見・提案シート


